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ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
〇
一
（
四
〇
一
）　

慶
應
義
塾
大
学
に
は
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
島
々
で
収
集
さ
れ
た
民

族
資
料
が
二
千
点
余
り
あ
る
。
主
た
る
資
料
は
、
戦
前
・
戦
中
に

南
洋
群
島
で
製
糖
業
を
展
開
し
て
い
た
南
洋
興
発
株
式
会
社
社
長
、

松
江
春
次
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
少
な
く
と

も
一
五
〇
〜
三
〇
〇
点
ほ
ど
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
で
小
嶺
磯
吉
氏
が
収
集
し
た
資
料
と
考
え

ら
れ
る）

（
（

。
な
か
に
は
両
性
具
有
の
祖
霊
像
が
含
ま
れ
て
い
る
。
顎

鬚
を
蓄
え
た
大
顔
や
頭
上
の
半
月
状
髪
飾
り
、
ど
っ
し
り
と
踏
ん

張
る
短
脚
か
ら
判
断
し
て
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
中
部
内

陸
、
熱
帯
雨
林
に
覆
わ
れ
た
レ
レ
ト
丘
陵
（Lelet

）
で
か
つ
て

製
作
さ
れ
て
い
た
ウ
リ
像
に
間
違
い
な
い
（
図
１
）。
ニ
ュ
ー
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
島
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
の
北
東
に
位
置
し
、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
、
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
と
と
も
に
ビ
ス
マ

ル
ク
群
島
を
構
成
す
る
（
図
２
）。
一
八
八
四
年
か
ら
一
九
一
四

年
ま
で
ド
イ
ツ
国
の
保
護
領
だ
っ
た
地
域
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
は
、
地
質
学
的
に
は
火
山
起
源
の
地
形
と
隆
起
石
灰

岩
か
ら
な
る
。
南
東
か
ら
北
西
に
約
三
〇
〇
㎞
に
渡
っ
て
の
び
る

細
長
い
島
だ
が
、
最
高
標
高
が
二
三
〇
〇
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
切
り

立
っ
た
山
並
み
が
中
央
部
を
は
し
る
。
人
び
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
妨
げ
る
険
し
い
地
形
が
影
響
し
て
か
、
島
の
な
か
に
は

こ
れ
ま
で
に
一
九
も
の
言
語
集
団
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ウ
リ
像

は
そ
の
一
つ
、
マ
ダ
ッ
ク
（M

adak

）
の
人
々
が
製
作
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
造
形
物
が
「
今
こ
こ
に
あ
る
」
こ
と
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
製
作
／
使
用
に
か
か
わ
る
現
地
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
加

え
て
、
植
民
地
的
状
況
の
な
か
で
生
じ
て
い
た
収
集
の
現
場
の
様

相
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
慶
應
義
塾
に
所
蔵
さ

れ
る
ウ
リ
像
を
出
発
点
に
、
民
族
誌
的
情
報
を
整
理
し
た
上
で
、

ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

　
　

─
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
造
形
物
に
関
す
る
予
察

─

山　

口　
　
　

徹



四
〇
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
四
〇
二
）　

西
欧
の
収
集
者
に
か
か
わ
る
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

や
博
物
館
の
近
代
史
研
究
を
概
観
し
、
多
様
な
立
場
に

あ
っ
た
人
々
の
あ
い
だ
の
絡
み
合
い
を
析
出
す
る
足
掛
か

り
と
し
た
い
。

一　

ウ
リ
像
の
民
族
誌

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ア
ル
ス
ト
ニ
ア
属
（A

lstonia

）、

お
そ
ら
く
は
軽
軟
材
のA

. Scholaris

か
ら
彫
り
出
さ
れ

た
一
木
造
の
祖
霊
像
で
、
慶
應
義
塾
は
三
体
の
ウ
リ
像
を

所
蔵
す
る
。
タ
カ
ラ
ガ
イ
の
殻
と
サ
ザ
エ
の
蓋
で
眼
球
が

表
現
さ
れ
、
赤
土
（
赤
）・
木
炭
（
黒
）・
石
灰
（
白
）
と

ク
リ
ソ
バ
ラ
ヌ
ス
科
パ
リ
ナ
リ
属
（Parinarium

 
laurinum

）
の
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
三
種
類
の
顔
料

で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
・
美
術
館
や
個
人
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
同
様
の
ウ
リ
像
が
欧
米
を
中
心
に
二

五
五
体
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
植
民
地
化
の
過
程
で

ウ
リ
像
に
か
か
わ
る
知
識
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

（Gunn&
Peltier（006:（7（

）。
文
化
史
的
な
関
心
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
や
オ
セ
ア
ニ
ア
の
島
々
、
イ
ン
ド
や

イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
ま
で
他
地
域
の
彫
像
と
ウ
リ
像
の
類
似

性
を
指
摘
す
る
論
考
が
散
発
的
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
は

図１　慶應大所蔵ウリ像（左ME-10201：150cm、中央ME-10202：155cm、右ME-
10203：156cm、慶應義塾大学出版会・渋川豊子氏撮影）



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
〇
三
（
四
〇
三
）　

あ
っ
た
が
（K

rieger（93（:（（;Speiser
（966:（54-5;Fraser（96（:（75

）、
ウ
リ

像
の
製
作
や
儀
礼
的
使
用
が
残
っ
て
い
た

二
〇
世
紀
初
頭
の
民
族
誌
的
情
報
は
、
ド

イ
ツ
人
研
究
者
の
ク
レ
イ
マ
ー

（A
ugustinK

räm
er

）
に
よ
る
報
告
に

ほ
ぼ
限
ら
れ
て
し
ま
う）

（
（

。

ク
レ
イ
マ
ー
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
海
軍

の
軍
医
で
、
博
物
学
者
で
も
あ
っ
た
。
一

八
九
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
一
九
一
一
年
に

か
け
て
、
独
領
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
や
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
へ
の
五
回
の
調
査
航
海
へ
参
画
し
、

そ
の
過
程
で
民
族
学
的
関
心
を
高
め
て

い
っ
た
（M

önter（0（0:（30-（7（

）。
そ

の
後
一
九
一
一
年
に
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
の
リ
ン
デ
ン
博
物
館
で
科
学
担
当

理
事
に
就
任
し
、
一
九
三
一
年
に
は

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
民
族
学
研
究
所
の

創
設
に
も
か
か
わ
っ
た
研
究
者
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
に
は
、
ド
イ
ツ

海
軍
と
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館
が
企
図

図２　ビスマルク群島の島々



四
〇
四

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

し
た
調
査
隊
を
途
中
か
ら
率
い
て
一
九
〇
八
年
一
一
月
か
ら
一
九

〇
九
年
六
月
ま
で
調
査
に
入
っ
た
。
七
ヵ
月
の
滞
在
期
間
中
に
は
、

徒
歩
と
船
舶
で
島
の
東
海
岸
と
西
海
岸
を
踏
査
し
、
海
岸
線
に
点

在
す
る
村
々
の
位
置
を
地
図
に
落
と
し
な
が
ら
、
儀
礼
や
社
会
組

織
に
か
か
わ
る
情
報
を
集
め
て
回
っ
た
。
特
に
、
ウ
リ
像
の
製
作

地
特
定
と
造
形
表
現
の
象
徴
的
意
味
を
解
明
す
る
こ
と
に
関
心
が

あ
り
、
内
陸
の
レ
レ
ト
丘
陵
踏
査
や
レ
レ
ト
山
登
頂
も
は
た
し
て

い
る
。

調
査
拠
点
が
置
か
れ
た
ラ
マ
ソ
ン
村
（Lam
asong

）
は
、

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
中
部
東
海
岸
に
位
置
し
、
レ
レ
ト
丘
陵

に
も
近
い
。
ク
レ
イ
マ
ー
は
、
内
陸
の
村
か
ら
ラ
マ
ソ
ン
に
や
っ

て
き
た
彫
刻
師
の
ラ
カ
ム
（Lakám

）
と
い
う
男
か
ら
、
一
九

〇
五
年
〜
一
九
〇
六
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
儀
礼
に
つ
い
て
聴
取
し

て
い
る
（K

räm
er（9（5;Gifford（974:4（-4（

）。
そ
の
記
録
に

よ
る
と
、
あ
る
偉
大
な
首
長
の
葬
送
儀
礼
を
、
ラ
マ
ソ
ン
村
の
リ

プ
イ
（Lipui

）
と
い
う
首
長
が
取
り
仕
切
っ
た
。
儀
礼
は
一

三
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
行
わ
れ
、
周
辺
一
〇
カ
村
の
首
長

た
ち
が
時
ど
き
に
参
列
し
た
と
い
う
。
女
性
や
子
供
の
入
域
が
禁

じ
ら
れ
た
男
性
宿
の
敷
地
で
、
一
三
節
に
お
よ
ぶ
一
連
の
儀
式
が

進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
参
列
し
た
一
〇
名
の
首
長

た
ち
が
見
守
る
な
か
、
亡
く
な
っ
た
偉
大
な
首
長
の
頭
蓋
が
埋
葬

さ
れ
た
。
節
に
よ
っ
て
は
、
二
頭
か
ら
一
〇
頭
の
ブ
タ
が
演
壇
に

並
べ
ら
れ
、
リ
プ
イ
の
演
説
後
に
参
加
者
の
男
た
ち
へ
分
配
さ
れ

た
。
一
〇
頭
の
ブ
タ
の
場
合
ま
ず
五
頭
が
仰
向
け
に
並
べ
ら
れ
、

そ
の
上
に
残
り
の
五
頭
が
腹
を
下
に
し
て
載
せ
ら
れ
た
。
最
終
盤

の
第
一
二
節
・
第
一
三
節
は
特
に
盛
大
で
、
男
性
宿
の
敷
地
外
に

舞
踏
会
場
が
設
け
ら
れ
、
女
性
の
踊
り
手
た
ち
も
加
わ
り
様
々
な

集
団
舞
踏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
第
一
三
節
の
最
終
日
に
は
、
偉

大
な
る
首
長
の
頭
蓋
が
燃
や
さ
れ
、
そ
の
灰
は
海
に
流
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
葬
送
儀
礼
が
す
べ
て
完
了
し
た
。

ウ
リ
像
が
姿
を
現
す
の
は
第
五
節
か
ら
で
、
第
六
節
の
終
わ
り

ま
で
に
男
性
宿
の
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
エ
ア
ン
コ
ッ
ト

（eangkót

）
と
い
う
名
の
小
屋
に
一
〇
体
が
集
め
ら
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
姿
が
見
え
な
い
よ
う
に
植
物
の
葉
で
包
ま
れ
て
内
陸
か
ら
運

ば
れ
て
き
た
ウ
リ
像
で
、
お
そ
ら
く
儀
礼
に
参
列
し
た
首
長
一
〇

名
の
村
々
に
対
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
八
・
第
九
節
に

は
、
男
性
宿
の
敷
地
を
は
み
出
る
大
き
な
柵
囲
い
が
内
陸
の
人
び

と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
ウ
リ
像
に
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ

れ
た
。
最
終
節
（
第
一
三
節
）
ま
で
に
、
そ
の
柵
囲
い
の
な
か
に

ウ
リ
・
マ
ラ
ン
ガ
ン
（uli-m

alanggan

）
と
い
う
名
の
一
〇
棟

の
小
屋
が
建
て
ら
れ
、
ウ
リ
像
が
一
体
ず
つ
納
め
ら
れ
た
。
全
て

の
儀
式
が
終
わ
る
と
支
払
い
の
時
と
な
り
、
葬
送
儀
礼
を
主
催
し

（
四
〇
四
）　



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
〇
五

た
首
長
リ
プ
イ
は
、
植
物
の
繊
維
に
ビ
ー
ズ
状
に
連
ね
た
貝
貨
を

二
〇
尋
か
ら
四
〇
尋
ほ
ど
支
払
っ
て
、
エ
ア
リ
ク
（eálik

）
と

名
付
け
ら
れ
た
新
し
い
ウ
リ
像
を
手
に
入
れ
て
い
る
。
亡
く
な
っ

た
ラ
マ
ソ
ン
村
の
偉
大
な
首
長
を
表
象
す
る
ウ
リ
像
と
考
え
ら
れ

る
。ク

レ
イ
マ
ー
が
記
載
し
た
儀
式
の
い
く
つ
か
は
、
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
北
部
や
タ
ー
バ
ル
諸
島
で
今
で
も
行
わ
れ
て
い
る
マ

ラ
ン
ガ
ン
儀
礼
の
構
成
要
素
と
類
似
す
る
。
マ
ラ
ン
ガ
ン
は
仮
面

や
飾
り
板
、
そ
し
て
一
木
造
の
彫
像
を
用
い
る
親
族
レ
ベ
ル
の
葬

送
儀
礼
で
、
半
年
か
ら
一
年
の
期
間
を
か
け
て
一
連
の
儀
式
が
と

り
行
わ
れ
る
（Gunn（997;

南
の
会（937:（（8-（（9

）。
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
母
系
社
会
は
妻
方
居
住
で
、
婚
入
し
て
き
た

夫
た
ち
が
自
分
自
身
や
そ
の
子
供
た
ち
の
立
ち
位
置
を
高
め
る
た

め
に
、
亡
く
な
っ
た
姻
戚
の
葬
送
に
際
し
て
盛
大
な
マ
ラ
ン
ガ
ン

儀
礼
を
開
催
し
よ
う
と
、
出
身
親
族
の
協
力
も
得
な
が
ら
お
互
い

に
張
り
合
う
。
彼
ら
は
故
人
を
崇
め
表
象
す
る
た
め
に
、
専
門
の

彫
刻
師
に
要
請
し
て
出
来
る
だ
け
立
派
な
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
を
製

作
さ
せ
る
（Gunn（997:38

）。
そ
の
準
備
に
数
週
間
か
ら
数
ヵ

月
が
費
や
さ
れ
、
儀
礼
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
彫
像
の
表
面
に
彩

色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
（Gell（998

）。

マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
の
製
作
は
「
皮
膚
（tak

）
を
つ
く
る
こ

と
」
に
喩
え
ら
れ
る
（K

üchler（99（:96,（00（:（（（-3

）。
人
は

皮
膚
を
重
ね
て
成
長
す
る
。
系
譜
関
係
や
個
人
の
資
質
に
よ
っ
て

獲
得
し
た
権
威
や
権
利
が
時
ど
き
の
皮
膚
に
刻
ま
れ
る
。
彫
像
の

多
様
な
構
成
要
素
は
故
人
が
獲
得
し
て
き
た
権
威
や
権
利
の
証
で

あ
り
、
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
幾
重
に
も
重
な
る
皮
膚

を
透
き
通
っ
て
身
体
の
表
面
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
意
匠
と
し

て
説
明
さ
れ
る
。
葬
送
儀
礼
は
、
故
人
に
帰
属
し
て
い
た
諸
権
利

が
貝
貨
と
引
き
換
え
に
再
分
配
さ
れ
る
場
で
も
あ
り
、
縁
故
者
ら

は
彫
像
の
外
観
を
儀
礼
の
短
い
あ
い
だ
に
心
像
と
し
て
記
憶
す
る

こ
と
で
、
継
承
の
正
当
性
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
る）

3
（

。
儀
礼
が

す
べ
て
終
わ
る
と
、
彫
像
は
宿
し
て
い
た
故
人
の
ウ
ー
ネ

（une

）、
す
な
わ
ち
力
・
経
験
・
知
識
を
失
う
と
考
え
ら
れ
て
お

り
（K

üchler（99（:97

）、
そ
れ
ゆ
え
破
棄
さ
れ
て
朽
ち
る
か
、

儀
式
の
な
か
で
燃
や
さ
れ
て
し
ま
う
（Gell（998:N

o.50（6-
5054

）。
ク
レ
イ
マ
ー
が
聞
き
書
き
し
た
ラ
マ
ソ
ン
村
の
葬
送
儀
礼
で
、

首
長
の
頭
蓋
が
最
後
に
燃
や
さ
れ
た
こ
と
に
も
、
同
様
の
意
味
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
と
異
な

り
、
ウ
リ
像
自
体
は
破
棄
さ
れ
な
か
っ
た
。
儀
礼
後
の
扱
い
に
つ

い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
リ
ン
デ

ン
博
物
館
が
所
蔵
す
る
ウ
リ
像
は
、
収
集
さ
れ
る
ま
で
男
性
宿
の

（
四
〇
五
）　
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梁
に
長
ら
く
置
か
れ
て
い
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
黒
く
煤
に
ま
み

れ
た
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
（Gunn&

Peltier（006:（78

）。

ウ
リ
像
は
、
か
つ
て
村
を
率
い
た
偉
大
な
首
長
の
表
象
と
し
て
繰

り
返
し
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
は
、

一
木
か
ら
彫
り
出
さ
れ
て
い
く
な
か
で
故
人
の
ウ
ー
ネ
が
宿
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
（K

üchler（00（:（（3

）、
ウ

リ
像
の
場
合
は
、
儀
礼
の
た
び
に
一
連
の
儀
式
を
と
お
し
て
集
め

ら
れ
、
専
用
の
小
屋
が
建
て
ら
れ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
外
側
の
皮

膚
に
あ
た
る
彫
像
の
表
面
に
白
・
赤
・
黒
の
顔
料
が
塗
り
直
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
名
を
残
し
た
偉
大
な
首
長
の
ウ
ー
ネ
が

宿
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。

二　

ウ
リ
像
の
収
集
時
期

ク
レ
イ
マ
ー
は
聞
き
取
り
の
な
か
で
、
海
岸
線
と
内
陸
山
地
の

間
に
あ
っ
た
カ
ナ
ゴ
ッ
ト
（K

anagot

）
村
の
ラ
バ
ン
ゲ

（Lavanggé

）
と
い
う
人
物
が
初
め
て
ウ
リ
像
を
創
り
、
そ
の
技

が
内
陸
の
村
々
を
ま
た
い
で
歴
代
の
彫
刻
師
に
伝
承
さ
れ
、
自
身

の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
な
っ
た
ラ
カ
ム
へ
受
け
継
が
れ
て
き
た

と
い
う
伝
承
を
記
録
し
、
そ
の
系
譜
の
長
さ
か
ら
「
少
な
く
見
積

も
っ
て
も
一
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ウ
リ
像
が
製
作
さ
れ
て
き

た
だ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る
（K

räm
er（9（5:59

）。
た
だ
し
、

そ
の
推
計
を
裏
付
け
る
証
拠
は
な
い
。
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
の
ウ

リ
像
か
ら
剥
が
れ
落
ち
た
小
木
片
の
年
代
測
定
分
析
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、BP（38

±（8

年
（δ

（3C

補
正
値
）
と
い
う
結
果
を
え
た
が
、

こ
の
付
近
の
年
代
値
に
対
応
す
る
暦
年
較
正
曲
線
は
入
り
組
ん
で

い
る
た
め
、
誤
差
範
囲
が
一
七
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
中
葉
と

大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
（
図
３
）。
年
代
測
定
資
料
が
こ
れ
か
ら

増
え
た
と
し
て
も
、
ウ
リ
像
製
作
の
上
限
時
期
を
特
定
す
る
こ
と

は
や
は
り
難
し
い
。

し
か
し
、
収
集
時
期
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
情
報
が
得
ら
れ
る

か
ら
、
そ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
慶
應
義
塾
所
蔵
資
料
の
来
歴
に
も

か
か
わ
る
収
集
の
現
場
の
様
相
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
二

五
五
体
あ
る
と
言
わ
れ
る
ウ
リ
像
の
う
ち
（Gunn&

Peltier
（006:（7（

）、
こ
れ
ま
で
に
八
〇
点
に
つ
い
て
は
画
像
を
確
認
し

た
（
付
表
）。
ク
レ
イ
マ
ー
の
報
告
書
、
展
示
図
録
や
オ
セ
ア
ニ

ア
造
形
物
の
写
真
集
、
サ
ザ
ビ
ー
ズ
や
レ
ン
パ
ー
ツ
等
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
資
料
、
ウ
ェ
ッ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る
博
物
館
・
美
術

館
収
蔵
品
の
デ
ジ
タ
ル
資
料
、
そ
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
か
ら
情
報
を
集
成
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
九
日

〜
一
二
日
に
か
け
て
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
で
行
っ
た
資

料
調
査
で
一
五
体
の
ウ
リ
像
を
確
認
し
、
慶
應
大
所
蔵
資
料
と
あ

わ
せ
て
一
八
体
を
実
見
で
き
た）

4
（

。

（
四
〇
六
）　
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こ
れ
ら
の
ウ
リ
像
を
対
象
に
お
こ
な
っ
た
収
集
時
期
の
推
定
は
、

二
種
類
の
情
報
に
依
拠
し
た
。
一
つ
は
博
物
館
へ
の
収
蔵
時
に
残

さ
れ
た
記
録
で
、
図
録
等
の
記
載
か
ら
分
か
る
こ
と
が
あ
る
。
も

う
一
つ
は
現
地
収
集
者
に
か
か
わ
る
情
報
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ブ
リ

テ
ン
島
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
（H

erbertshöhe

）
を
拠
点
と
し

た
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
総
督
の
ハ
ー
ル
（A

lbertH
ahl

）、

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
に
開
設
さ
れ
た
総
督
府
支
庁
の
駐
在
官

ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
（FranzBolum

inski

）
や
ウ
ォ
ス
ト
ロ
ッ
ク

（W
ilhelm

W
ostrack

）、
南
洋
貿
易
で
発
展
し
た
ヘ
ル
ン
シ
ェ

イ
ム
商
会
の
テ
ィ
エ
ル
（M

axT
hiel

）、
北
ド
イ
ツ
・
ロ
イ
ド

海
運
の
現
地
航
路
船
長
ナ
ウ
ア
ー
（K

arlN
auer

）、
農
園
主
の

ク
ロ
ッ
ケ
ン
バ
ー
ガ
ー
（A

rthurK
rockenberger

）、
民
族
学

者
の
ク
レ
イ
マ
ー
、
植
物
学
者
の
シ
ー
ガ
ー
（H

erm
an

Seeger

）、
ド
イ
ツ
植
民
地
局
に
よ
る
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
調
査

隊
に
参
加
し
た
表
現
主
義
芸
術
家
の
ノ
ル
デ
（Em

ileN
olde

）、

そ
し
て
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
ル
イ
ス
（A

lbert
Lew

is

）
に
造
形
物
を
販
売
し
た
小
嶺
磯
吉
、
そ
の
事
業
を
手

伝
っ
た
鮫
島
三
之
助
ら
が
ウ
リ
像
の
収
集
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
（
付
表
）。

彼
ら
の
現
地
赴
任
時
期
と
博
物
館
へ
の
寄
贈
時
期
が
判
明
し
て

い
る
収
集
事
例
に
つ
い
て
も
情
報
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ

（
四
〇
七
）　

図３　ウリ像の較正年代
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て
、
ウ
リ
像
三
四
体
の
収
集
時
期
が
推
定
で
き
た
（
付
表
）。
そ

の
結
果
、
特
に
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
に
集
中
す
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
こ
の
一
〇
年
余
り
は
、
ま

さ
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
植
民
地
支
配
と
植
民
地
経
営
が
確
立

し
た
時
期
で
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
で
も
島
民
を
取
り
巻
く

状
況
が
数
年
の
あ
い
だ
に
急
激
に
変
化
し
た
。
そ
こ
で
、
ウ
リ
像

の
収
集
に
交
差
し
た
多
様
な
立
場
や
思
惑
を
析
出
す
る
た
め
に
、

近
年
い
ち
じ
る
し
く
進
展
し
た
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
コ
ロ
ニ
ア
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
や
博
物
館
の
近
代
史
研
究
を
以
下
に
概
観
す
る
。

三　

フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
の
植
民
地
経
営

西
欧
と
の
接
触
は
一
七
世
紀
初
頭
に
さ
か
の
ぼ
る
。
早
く
も
一

六
一
六
年
に
は
、
ル
・
メ
ー
ル
と
ス
ハ
ウ
テ
ン
ら
が
乗
船
す
る
帆

船
エ
ン
ド
ラ
ク
ト
号
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
民
の
カ
ヌ
ー
八

艘
が
接
近
し
、
投
石
で
突
然
襲
っ
て
き
た
こ
と
が
記
録
に
残
る
。

一
八
世
紀
に
は
、
太
平
洋
の
探
検
航
海
で
名
を
残
し
た
タ
ス
マ
ン

や
ダ
ン
パ
イ
ア
、
カ
ー
ト
レ
ッ
ト
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
ら
が
同
島
を

訪
れ
て
い
る
（Gifford（974:（（;Gunn（997:4（

）。
一
九
世
紀

に
入
る
と
、
欧
米
の
海
軍
輸
送
船
や
商
船
、
捕
鯨
船
が
ビ
ス
マ
ル

ク
群
島
の
周
辺
海
域
で
活
動
し
て
お
り
、
現
地
島
民
ら
と
の
あ
い

だ
で
バ
ー
タ
ー
交
易
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一

九
世
紀
前
半
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
沖
で
操
業
し
て
い
た
米

国
捕
鯨
船
の
乗
組
員
ら
は
、
数
個
に
切
断
し
た
古
い
鉄
輪
と
交
換

に
食
料
や
飲
料
水
そ
し
て
仮
面
を
入
手
し
て
い
る
（Rosm

an&


Rubel（998:3

）
5
（7

）。

そ
れ
で
も
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
海
域
で
西
欧
と
の
絡
み
合
い

が
本
格
化
し
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
と
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
南
洋
貿
易
を
展
開
し
て
い
た
ド
イ
ツ

の
ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ
商
会
や
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
が
、
ニ
ュ
ー
ブ

リ
テ
ン
島
と
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
あ
い
だ
に
位
置
す
る

デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
（D

ukeofY
orkIslands

）

に
進
出
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
ド
イ
ツ
皇

帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
か
ら
現
地
の
司
法
権
と
占
有
権
を
与
え
ら

れ
た
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
（N

euguineaK
om

pagnie

）
が

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
東
端
ヒ
ュ
オ
ン
岬
の
フ
ィ
ン
シ
ュ
ハ
ー
フ
ェ

ン
（Finschhafen

）
に
交
易
所
を
設
け
、
コ
プ
ラ
や
ナ
マ
コ
、

貝
ボ
タ
ン
用
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
な
ど
を
バ
ー
タ
ー
交
易
で
仕
入
れ

た
り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
を
独
領
サ
モ
ア
へ
送
り
出
し

て
い
た
（M

oses（969:45

）。

一
八
八
八
年
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
が
ド
イ
ツ
皇
帝
に
即
位
し

て
実
権
を
握
り
、
帝
国
主
義
的
対
外
政
策
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、

一
八
八
四
年
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
議
を
通
し
て
獲
得
し
て
い
た
北

（
四
〇
八
）　
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東
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
な
ら
び
に
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
植
民
地
経
営
に

ド
イ
ツ
国
政
府
が
直
接
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
独

領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
保
護
領
で
、
一
八
九
九
年
に
は

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
端
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
に
総
督
府
が
開

設
さ
れ
た
。
現
在
の
コ
コ
ポ
（K

okopo

）
で
、
ラ
バ
ウ
ル
か
ら

は
二
〇
㎞
ほ
ど
南
東
に
位
置
す
る
。
一
九
〇
二
年
に
総
督
に
就
任

し
た
ハ
ー
ル
は
、
そ
の
二
年
前
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
端

に
開
か
れ
て
い
た
カ
ビ
エ
ン
支
庁
（K

aw
ieng

）
と
、
一
九
〇
四

年
に
開
設
さ
れ
た
南
部
東
海
岸
の
ナ
マ
タ
ナ
イ
支
庁

（N
am

atanai

）
を
拠
点
に
植
民
地
経
営
に
着
手
し
、
各
集
落
の

有
力
者
を
ル
ル
ア
イ
（luluai

）
と
呼
ば
れ
る
村
長
に
任
命
し
て

間
接
統
治
の
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
（M

oses（969:55

）。
カ
ビ

エ
ン
支
庁
は
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
、
ナ
マ
タ
ナ
イ
支
庁
は
ウ
ォ
ス
ト

ロ
ッ
ク
に
そ
れ
ぞ
れ
任
さ
れ
た
。

一
九
〇
〇
年
に
一
足
先
に
カ
ビ
エ
ン
支
庁
を
開
い
て
い
た
ボ
ル

ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
初
め
て
人
頭
税
を
導
入

し
、
さ
ら
に
道
路
網
を
整
備
し
た
こ
と
で
植
民
地
経
営
の
手
腕
が

本
国
で
も
評
判
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
カ
ビ
エ
ン
か
ら
ナ
マ
タ

ナ
イ
ま
で
、
東
海
岸
沿
い
に
一
九
三
㎞
の
び
る
道
路
は
、
彼
の
名

に
ち
な
ん
で
現
在
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
・
ハ
イ
ウ
エ
イ
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
人
頭
税
は
一
人
五
マ
ル
ク
／
年
で
、
導
入
初
年
の
一
九
〇

七
年
に
二
万
マ
ル
ク
集
め
た
こ
と
を
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
誇
っ
て

い
る
（Buschm

ann（996:（00

）。
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
人

頭
税
は
賦
役
と
表
裏
一
体
の
政
策
で
、
納
税
し
た
島
民
は
強
制
労

働
を
免
除
さ
れ
る
一
方
で
、
植
民
地
政
府
や
外
国
人
、
納
税
し
た

有
力
島
民
の
た
め
に
一
〇
ヵ
月
の
労
働
に
従
事
し
た
者
は
人
頭
税

を
免
除
さ
れ
た
（M

oses（969:56-57

）。
こ
れ
ら
の
政
策
を
と

お
し
て
、
一
九
〇
七
年
以
降
に
貨
幣
経
済
が
現
地
社
会
に
急
速
に

浸
透
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

造
形
物
へ
の
学
術
的
関
心
と
博
物
館
の
獲
得
競
争

ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形
物
は
、
早
く
も
一
八
三
〇
年
代
に
イ

ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
始
め
て
い
た

が
、
収
集
活
動
と
博
物
館
の
所
蔵
が
本
格
化
す
る
の
は
一
八
六
〇

年
代
以
降
で
あ
る）

6
（

。

ハ
ン
ブ
ル
グ
出
身
の
「
南
洋
貿
易
王
」
ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ

（JohannCesarV
IGodeffroy

）
は
自
然
標
本
や
造
形
物
の

「
珍
品
」
収
集
に
も
熱
心
で
、
現
地
に
派
遣
し
た
商
船
船
長
や
社

員
に
収
集
品
を
持
ち
帰
ら
せ
て
い
た
（Rosm

an&
Rubel

（998:37-3
）
7
（8

）。
一
八
七
四
年
に
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島

に
交
易
所
が
置
か
れ
て
か
ら
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形
物
も

加
わ
っ
た
。
収
集
品
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
「
ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ
博
物

（
四
〇
九
）　
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館
」
に
収
蔵
さ
れ
た
。
そ
の
管
理
は
、
自
然
史
学
者
だ
っ
た
グ

ラ
ー
フ
（EduardGraeffe

）
や
、
後
に
ラ
イ
デ
ン
博
物
館
の
館

長
と
な
っ
た
シ
ュ
メ
ル
ツ
（JohannSchm

eltz

）
ら
が
担
当
し

た
。
特
に
シ
ュ
メ
ル
ツ
は
資
料
の
図
面
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、

有
名
大
学
や
自
然
史
系
博
物
館
の
学
者
に
解
説
文
の
寄
稿
を
依
頼

し
て
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
て
い
る
か
ら
、
遅
く
と
も
一
八
七
〇
年

代
に
は
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形
物
が
西
欧
の
民
族
学
界
に
広
く

知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
（K

ruger（0（3:（（

）。
ゴ
ッ
ド

フ
ロ
イ
商
会
が
一
八
七
九
年
十
二
月
に
資
金
繰
り
に
行
き
詰
ま
っ

て
倒
産
す
る
と
所
蔵
資
料
も
散
逸
し
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
、
ハ
ン
ブ
ル

グ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
、
ラ
イ
デ
ン
の
各
博
物
館
へ

売
り
渡
さ
れ
て
い
っ
た
（ibid.:（3

）。

も
う
一
人
の
貿
易
商
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
（Eduard

H
ernsheim

）
も
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
端
沖
に
浮
か
ぶ

ヌ
サ
（N

usa

）
に
設
け
た
交
易
所
で
造
形
物
を
収
集
し
て
い
た

人
物
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
マ
ラ
ン
ガ
ン
儀
礼
の
仮
面
や
彫
像

が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
八
八
〇
年
に
は
そ
の
一
部
を
ラ
イ
プ
チ
ヒ

民
族
学
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
る
（Rosm

an&
Ruble

（998:3

）
8
（9

）。

ド
イ
ツ
海
軍
省
が
一
八
七
四
〜
七
六
年
に
実
施
し
た
軍
艦
ガ
ゼ

ル
号
に
よ
る
世
界
周
航
の
途
上
で
も
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
で
数
多

く
の
造
形
物
が
収
集
さ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
王
立
民
族
学
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
（Buschm

ann（996:（86

）。
ベ
ル
リ
ン
で
は
、
一
八

六
八
年
に
別
館
と
し
て
民
族
学
博
物
館
が
設
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ
民

族
学
の
草
創
期
を
牽
引
し
た
バ
ス
チ
ャ
ン
（A

dolfBastian

）

が
館
長
を
務
め
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
南
北
ア
メ
リ
カ
大

陸
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
中
央
ア
ジ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
、
そ
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
と
世
界
各
地
を
実
見
し
て
い
た
バ
ス

チ
ャ
ン
は
、
そ
の
経
験
か
ら
す
べ
て
の
人
間
集
団
に
共
通
す
る

「
根
本
的
思
考
」（Plischke（953

）、
す
な
わ
ち
「
人
間
精
神
の

単
一
性
」
を
探
求
し
て
お
り
（K

oepping（983

）、「
未
開
社

会
」
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
精
緻
な
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫

刻
を
そ
の
証
左
と
し
て
称
揚
し
た
（Buschm

ann（007:305

）。

も
ち
ろ
ん
伝
播
論
的
視
点
か
ら
バ
ス
チ
ャ
ン
の
説
に
懐
疑
的
な
民

族
学
者
が
多
か
っ
た
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形
物
自
体
へ
の

関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
（Buschm

ann（996:（89-
（90

）。
ル
シ
ャ
ン
（FelixvonLuschan

）
は
そ
の
担
い
手
の
一
人

で
あ
る
。
一
八
八
六
年
か
ら
バ
ス
チ
ャ
ン
の
助
手
と
し
て
ベ
ル
リ

ン
民
族
学
博
物
館
に
所
属
し
、
一
九
〇
五
年
に
バ
ス
チ
ャ
ン
亡
き

あ
と
館
長
と
な
り
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

充
実
を
精
力
的
に
進
め
た
。
ド
イ
ツ
国
主
導
の
調
査
探
検
隊
ば
か

（
四
一
〇
）　
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り
で
な
く
、
政
府
関
係
者
や
個
人
旅
行
者
が
保
護
領
で
得
た
す
べ

て
の
民
族
資
料
を
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館
に
寄
贈
さ
せ
る
連
邦

議
会
の
法
令
が
ル
シ
ャ
ン
の
活
動
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た

（ibid.:（95-（96
）。
そ
の
対
抗
馬
と
な
っ
た
の
が
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ

ト
ガ
ル
ト
の
リ
ン
デ
ン
（K

arlGrafvonLinden

）
で
あ
る
。

一
八
八
九
年
に
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
貿
易
地
理
協
会
の
代
表
と
な

り
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し

た
人
物
で
、
そ
れ
ら
は
現
在
リ
ン
デ
ン
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
形
式
主
義
的
で
高
圧
的
な
ル
シ
ャ
ン
と
の
対
比
で
、
熱
心
で

謙
虚
な
リ
ン
デ
ン
の
人
柄
ゆ
え
に
現
地
収
集
者
の
あ
い
だ
で
人
気

が
高
か
っ
た
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
現
地
収
集
者
ら
に
は
名
目
的
に

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ
王
室
に
寄
贈
す
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
連
邦
議
会
が
出
し
た
法
規
制
を
か
わ
し
な
が
ら
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
拡
大
し
て
い
っ
た
（ibid.:（9（

）。

ベ
ル
リ
ン
の
ル
シ
ャ
ン
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
リ
ン
デ
ン

の
競
争
に
、
一
八
九
九
年
か
ら
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
ボ
イ
レ
（K

arl
W

eule

）
が
加
わ
っ
た
。
ボ
イ
レ
は
も
と
も
と
ル
シ
ャ
ン
の
助
手

だ
っ
た
が
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

ク
レ
ム
（GustavK

lem
m

）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
核
に
創
設
さ

れ
た
ラ
イ
プ
チ
ヒ
民
族
学
博
物
館
に
キ
ュ
レ
タ
ー
と
し
て
雇
わ
れ

る
と
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形

物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
民

族
学
博
物
館
が
八
〇
万
マ
ル
ク
と
い
う
巨
費
と
独
自
の
蒸
気
船
を

手
配
し
て
一
九
〇
八
〜
〇
九
年
に
数
か
月
間
の
収
集
調
査
を
計
画

す
る
と
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
ブ
レ
ー
メ
ン
民
族
学
博
物
館
や
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
民
族
学
博
物
館
が
ロ
イ
ド
海
運
の
現
地
船
長
ナ
ウ
ア
ー
に

接
触
し
て
、
多
く
の
造
形
物
を
購
入
し
始
め
た
（Buschm

ann
（000

）。
こ
う
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
造
形
物
を
め
ぐ
る
獲

得
競
争
が
二
〇
世
紀
に
入
る
と
急
速
に
熱
を
帯
び
て
い
っ
た
の
で

あ
る）

9
（

。五　

現
地
収
集
者
の
目
論
見

博
物
館
キ
ュ
レ
タ
ー
た
ち
の
せ
め
ぎ
合
い
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
駐
在
の
収
集
者
に
と
っ
て
も
無
関
係
で

は
な
か
っ
た
。
現
地
収
集
者
に
は
多
様
な
立
場
や
目
論
見
の
持
ち

主
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
部

カ
ビ
エ
ン
支
庁
の
現
地
駐
在
官
だ
っ
た
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
植
民

地
に
赴
任
し
た
役
人
の
常
で
、
高
い
等
級
の
勲
章
を
授
与
さ
れ
て

名
を
残
す
こ
と
に
強
く
執
着
し
た
人
物
だ
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に

ベ
ル
リ
ン
と
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
へ
数
多
く
の
造
形
物
を
寄
贈

し
た
目
論
見
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
グ

か
ら
低
等
級
の
勲
章
し
か
入
手
で
き
な
か
っ
た
が
、
ル
シ
ャ
ン
、

（
四
一
一
）　
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リ
ン
デ
ン
、
ボ
イ
レ
ら
の
せ
め
ぎ
合
い
を
し
た
た
か
に
利
用
し
な

が
ら
、
一
九
〇
九
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
プ
ロ
イ
セ
ン
王
室
か
ら

赤
鷲
勲
章
（RoterA

dlerorden

）、
ザ
ク
セ
ン
王
室
か
ら
勲
一

等
騎
士
十
字
勲
章
（RitterkreuzI

）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
て

い
る
（Rosem

an&
Ruble（99（:4（;Buschm

ann（996:（96

）。

貿
易
商
の
な
か
に
は
早
く
か
ら
商
品
価
値
を
造
形
物
に
嗅
ぎ

取
っ
て
い
た
人
物
が
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
は

入
手
し
た
造
形
物
を
商
売
抜
き
で
一
八
八
〇
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
民

族
学
博
物
館
へ
寄
贈
し
た
が
、
そ
の
弟
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヘ
ル
ン

シ
ェ
イ
ム
（FranzH

ernsheim
）
は
、
兄
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

集
成
し
た
「
南
洋
の
珍
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
写
真
カ
タ
ロ
グ
」
を
一

八
八
二
年
に
販
売
目
的
で
大
英
博
物
館
に
送
付
し
て
い
る

（Rosem
an&

Ruble（998:39

）。
太
平
洋
に
お
け
る
ヘ
ル
ン

シ
ェ
イ
ム
商
会
の
経
営
権
を
一
八
九
二
年
に
譲
り
受
け
た
甥
の

テ
ィ
エ
ル
（M

axT
hiel

）
は
、
造
形
物
収
集
の
専
従
員
を
雇
い

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
九
〇
二
〜
〇
四
年
に
か
け
て
数
千
点
に

の
ぼ
る
造
形
物
を
入
手
し
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
か
ら
の
「
最
大
に

し
て
最
後
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
銘
打
っ
て
二
万
マ
ル
ク
で
売
り

に
出
し
た
。
ド
イ
ツ
の
い
く
つ
か
の
博
物
館
が
競
り
合
っ
た
末
に
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
民
族
学
博
物
館
に
よ
っ
て
落
札
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
（Buschm

ann（996:（0（

）。

独
領
サ
モ
ア
で
ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ
に
雇
わ
れ
て
い
た
フ
ァ
レ
ル

（T
hom

asFarrell

）
も
ま
た
、
造
形
物
売
買
で
経
済
的
利
益
を

上
げ
た
人
物
で
あ
る
。
南
洋
貿
易
と
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
で

「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
女
王
エ
マ
」
と
呼
ば
れ
た
エ
マ
・
フ
ォ
ー
サ

イ
ス
（Em

m
aFosayth

）
の
内
縁
の
夫
で
、
学
術
的
関
心
か
ら

精
力
的
に
収
集
活
動
を
行
っ
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
（Richard

Parkinson

）
と
は
義
兄
弟
に
あ
た
る
（K

ruger（0（3:（6

）。
エ

マ
と
出
会
っ
て
す
ぐ
、
商
売
の
新
天
地
を
求
め
た
フ
ァ
レ
ル
は
一

八
七
九
年
に
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
諸
島
に
渡
り
、
ゴ
ッ
ド

フ
ロ
イ
商
会
の
も
と
で
農
園
労
働
者
の
募
集
を
請
け
負
っ
た
。
当

初
は
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
南
部
を
中
心
に
活
動
し
た
が
、

競
合
す
る
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
に
対
抗
す
る
た
め
一
八
八
四
年

に
は
北
部
に
進
出
し
た
。
労
働
者
募
集
業
の
活
動
は
各
地
の
島
民

と
の
関
係
構
築
に
役
立
ち
、
そ
れ
を
活
か
し
て
収
集
し
た
造
形
物

を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
（
シ
ド
ニ
ー
）
に
売
り
渡
し
た
。
そ

の
な
か
に
は
一
三
二
点
に
お
よ
ぶ
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
が
含
ま
れ
て

お
り
、
一
八
八
〇
〜
八
七
年
の
あ
い
だ
の
売
り
上
げ
は
、
少
な
く

見
積
も
っ
て
も
四
五
〇
ポ
ン
ド
に
な
っ
た
と
い
う
（Barnecutt

（007
）。

（
四
一
二
）　
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六　

絡
み
合
い
の
な
か
の
小
嶺
磯
吉

ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
の
黒
曜
石
製
槍
・
ダ
ガ
ー
、
貝
製
装
飾

品
（kapkap
）、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
ウ
リ
像
、
マ
ラ
ン

ガ
ン
彫
刻
、
人ひ

と
が
た形
石
灰
彫
像
（kulap

）
な
ど
多
数
の
造
形
物
を

集
め
た
小
嶺
磯
吉
も
ま
た
、
博
物
館
キ
ュ
レ
タ
ー
と
現
地
収
集
者

と
の
あ
い
だ
の
絡
み
合
い
や
せ
め
ぎ
合
い
の
な
か
に
い
た
。
一
九

一
〇
年
の
段
階
で
小
嶺
は
三
千
点
以
上
の
造
形
物
を
所
有
し
て
お

り
、
ロ
イ
ド
海
運
の
ナ
ウ
ア
ー
船
長
や
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
を

介
し
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
却
先
を
探
し
て
い
た
（W

elsch
（998

:[（]98

）。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
民
族
学
博
物
館
の
ボ
イ
レ
も
購
入

に
動
い
て
い
た
が
、
米
国
シ
カ
ゴ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
か
ら
派

遣
さ
れ
た
若
き
人
類
学
者
ル
イ
ス
（A

lbertB.Lew
is

）
が
一

足
早
く
二
千
ド
ル
強
で
手
に
入
れ
て
い
る）

（（
（

。

小
嶺
磯
吉
は
も
と
も
と
肥
前
島
原
堂
前
村
の
生
ま
れ
で
、
一
八

九
〇
年
に
は
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
や
タ
カ
セ
ガ
イ
と
い
っ
た
貝
ボ
タ

ン
素
材
の
潜
水
漁
で
一
旗
揚
げ
る
た
め
に
ト
ー
レ
ス
海
峡
の
木
曜

島
に
渡
っ
た）

（（
（

。
明
治
期
以
降
の
日
本
人
の
南
洋
移
民
史
を
ま
と
め

た
岩
本
の
論
考
を
参
照
す
る
と
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る

小
嶺
の
活
動
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
（Iw

am
oto

（999

）。

商
才
に
長
け
た
小
嶺
は
木
曜
島
で
小
型
ス
ク
ナ
ー
船
を
す
ぐ
に

入
手
し
、
日
本
人
移
民
の
た
め
の
新
天
地
を
求
め
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
近
海
を
探
索
し
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
に
よ
る

移
民
者
の
自
由
と
権
利
の
大
幅
な
制
限
や
、
過
剰
採
取
に
よ
る
木

曜
島
近
辺
の
漁
獲
量
減
少
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
（cf.

シ
ソ
ン

ズ（974

）。
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ハ
ー
ル
総
督
の
日
誌
か
ら
、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
東
端
の
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
（
コ
コ
ポ
）
に

小
嶺
が
現
れ
た
の
は
一
九
〇
二
年
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
の
保
護
領
と
異
な
り
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
は
名
目
的
に
せ
よ
日
本
人
移
民
に
西
欧
人
と
同
等
の
身
分

が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
小
嶺
を
惹
き
つ
け
た
の
か
も
し
れ

な
い）

（（
（

。
た
だ
し
、
土
地
の
自
由
売
買
は
認
め
ら
れ
ず
、
借
地
契
約

に
も
制
約
が
あ
っ
た
た
め
、
小
嶺
は
ス
ク
ー
ナ
ー
船
を
活
か
し
な

が
ら
ハ
ー
ル
総
督
や
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
の
仕
事
を
請
負
い
、

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
や
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
で
島
民
ら
と

の
直
接
交
渉
、
武
装
解
除
、
交
易
所
の
開
設
な
ど
で
活
躍
し
た
。

一
九
〇
三
年
に
は
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部
の
ナ
マ
タ
ナ

イ
に
支
庁
を
開
設
す
る
た
め
、
ハ
ー
ル
総
督
の
探
査
に
も
同
行
し

た
。翌

一
九
〇
四
年
に
は
、
ナ
マ
タ
ナ
イ
の
沖
合
に
位
置
す
る
タ
ン

ガ
諸
島
に
警
察
隊
を
率
い
て
赴
き
、
村
落
間
の
諍
い
を
お
さ
め
、

（
四
一
三
）　
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現
地
島
民
の
武
装
解
除
に
成
功
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
タ
ン
ガ

諸
島
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
人
類
学
者
フ
ォ
ス
タ
ー
は
、
そ
の
様

子
を
伝
え
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
出
会
っ
て
い
る
。
そ
の
伝
承

は
、
タ
ン
ガ
の
人
々
が
西
欧
の
外
圧
に
屈
し
た
の
で
は
な
く
、
彼

ら
自
身
が
小
嶺
の
任
務
を
可
能
に
し
た
筋
立
て
に
な
っ
て
は
い
る

が
、
和
平
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
大
量
の
槍
を
差
し
出
し
、
小
嶺

が
男
た
ち
に
贈
っ
た
小
箱
の
代
わ
り
に
皆
が
ブ
タ
を
持
ち
寄
っ
て

祝
祭
を
催
し
、
何
名
か
の
有
力
者
が
ル
ル
ア
イ
（
村
長
）
に
任
命

さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
（Foster（987:60-6

）
（（
（（

）。
お
そ
ら
く

は
、
こ
う
し
た
現
場
で
の
や
り
取
り
を
と
お
し
て
小
嶺
は
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
東
海
岸
の
村
々
と
関
係
を
構
築
し
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
。

一
九
一
〇
年
に
は
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
か
ら
北
に
六
〇
〇
㎞

離
れ
た
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
に
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
借
地
権
を

認
め
ら
れ
、
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
か
ら
独
立
し
た
小
嶺
自
身
の

交
易
所
を
マ
ヌ
ス
島
北
海
岸
に
開
設
し
た
。
一
九
一
一
年
ご
ろ
に

撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は
、
建
造
中
も
含
め
六
棟
の
建
物
と
見
張
り

台
が
写
っ
て
い
る
（W

elsch（998
:[（]Fig.6.5.8

）。
画
面
左
下

に
は
、
剥
ぎ
取
ら
れ
た
コ
コ
ヤ
シ
の
外
果
皮
が
数
多
く
散
乱
し
て

い
る
か
ら
、
す
で
に
コ
プ
ラ
を
取
り
扱
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
期
に
は
、
マ
ヌ
ス
島
周
辺
で
の
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
（
真
珠
母

貝
）
の
採
捕
許
可
を
取
付
け
、
さ
ら
に
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
で
も

造
船
業
等
の
商
売
を
始
め
て
い
た）

（（
（

。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
一
九

一
一
年
一
〇
月
に
小
嶺
の
前
に
現
れ
た
の
が
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル

ド
博
物
館
の
ル
イ
ス
で
あ
る
。

一
八
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た
新
興
の
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
で
は
、

二
代
目
キ
ュ
レ
タ
ー
の
ド
ー
シ
ー
（GeorgeA

.D
orsey

）
に

よ
っ
て
世
界
各
地
の
民
族
資
料
収
集
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
ド
ー

シ
ー
は
一
九
〇
八
年
七
月
九
日
か
ら
一
ヶ
月
ほ
ど
独
領
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
を
踏
査
し
て
お
り
、
彼
の
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
ル
イ
ス

も
一
九
〇
九
年
か
ら
四
年
間
に
わ
た
っ
て
メ
ラ
ネ
シ
ア
全
域
の
調

査
に
従
事
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
や

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
と
い
っ
た
老
舗
へ
の

対
抗
と
し
て
、
価
値
の
あ
る
「
珍
奇
な
」
民
族
資
料
の
獲
得
を

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
理
事
や
後
援
者
が
望
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る
（ivid.:[（]3

）。
た
だ
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
人
類
学
博

士
号
を
取
得
し
た
ド
ー
シ
ー
や
、
ボ
ア
ズ
の
弟
子
で
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
か
ら
博
士
号
を
得
た
ル
イ
ス
自
身
に
は
学
術
的
な
目
論
見
が

あ
っ
た
。
二
○
世
紀
初
頭
の
米
国
人
類
学
界
で
は
、
世
界
中
の
人

間
集
団
や
文
化
的
特
徴
は
伝
播
や
移
住
あ
る
い
は
進
化
に
よ
っ
て

分
岐
し
て
き
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、
文
化
要
素
の
比
較
か
ら
単
一

の
祖
形
を
復
元
す
る
た
め
に
「
民
族
誌
的
過
去
（ethnographic

（
四
一
四
）　



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
一
五

past

）」
の
収
集
と
保
存
が
急
務
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（Gosden

&
K

now
les（00（:77-78

）。
ド
ー
シ
ー
が
ル
イ
ス
を
メ
ラ
ネ
シ

ア
に
派
遣
し
た
理
由
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
資
料
を
手
遅
れ
に
な

る
前
に
入
手
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

一
九
〇
二
年
か
ら
ド
イ
ツ
総
督
府
や
貿
易
商
会
の
仕
事
を
請
負

う
な
か
で
、
博
物
館
キ
ュ
レ
タ
ー
の
あ
い
だ
の
収
集
競
争
と
、
そ

れ
を
し
た
た
か
に
利
用
し
て
名
誉
や
利
益
を
得
る
現
地
駐
在
者
を

小
嶺
は
間
近
に
観
察
し
、
自
身
も
そ
の
絡
み
合
い
に
加
わ
っ
て

い
っ
た
。
ル
イ
ス
も
ま
た
米
国
内
の
博
物
館
の
せ
め
ぎ
合
い
を
背

景
に
派
遣
さ
れ
、
ド
イ
ツ
の
民
族
学
博
物
館
の
収
集
競
争
に
一
〇

年
ほ
ど
遅
れ
て
の
参
入
だ
っ
た
が
、
小
嶺
が
八
年
間
で
集
め
た
造

形
物
三
千
点
余
り
を
頃
合
い
良
く
一
括
入
手
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
な
か
に
は
ウ
リ
像
も
含
ま
れ
て
い
た
。
現
在
の
フ
ィ
ー
ル
ド

博
物
館
に
は
一
五
体
の
ウ
リ
像
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

一
九
一
三
年
収
蔵
の
資
料
が
一
三
体
あ
る
こ
と
を
資
料
調
査
で
確

認
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
ル
イ
ス
が
小
嶺
か
ら
購
入
し
た
ウ
リ
像

と
考
え
ら
れ
る）

（（
（

。

七　

  

ウ
リ
像
を
収
集
「
で
き
た
」
小
嶺
磯
吉
と
ボ
ル

ミ
ン
ス
キ
ー

人
類
学
や
民
族
学
の
専
門
教
育
を
受
け
て
か
ら
独
領
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
研
究
者
は
、
ド
ー
シ
ー
や
ル
イ
ス
の
他
に
も

い
た
。
現
地
収
集
者
と
の
関
係
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
ベ
ル
リ

ン
民
族
学
博
物
館
の
ル
シ
ャ
ン
は
一
九
〇
三
年
以
降
、
独
領

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
造
形
物
が
入
手
し
づ
ら
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

造
形
物
の
由
来
や
意
匠
の
意
味
に
か
か
わ
る
正
確
な
情
報
を
現
地

収
集
者
に
望
め
な
い
状
況
に
も
限
界
を
感
じ
て
い
た
ル
シ
ャ
ン
は
、

専
門
教
育
を
受
け
た
若
手
の
民
族
学
者
を
現
地
に
派
遣
し
は
じ
め

た
。
一
九
〇
六
〜
〇
九
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
を
卒
業
し
た

ト
ゥ
エ
ン
バ
ル
ド
（RichardT

hurnw
ald

）
が
ア
ド
ミ
ラ
ル

テ
ィ
諸
島
を
は
じ
め
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
北
部
や
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
を

幅
広
く
踏
査
し
て
資
料
収
集
を
お
こ
な
っ
た
（W

elsch
（998

:[II]（58

）。
し
か
し
、
カ
ビ
エ
ン
支
庁
の
ボ
ル
ミ
ン
ス

キ
ー
や
ヘ
ル
ン
シ
ェ
イ
ム
商
会
の
テ
ィ
レ
ル
ら
に
は
ほ
と
ん
ど
相

手
に
さ
れ
ず
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
の
造
形
物
に
つ
い
て
は

ル
シ
ャ
ン
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（Buschm
ann（996:（94

）。

ル
シ
ャ
ン
は
ま
た
、
一
九
〇
七
〜
〇
九
年
に
ド
イ
ツ
海
軍
と
連

携
し
て
学
術
調
査
隊
（D

eutscheM
arine-Expedition

）
を
ビ

ス
マ
ル
ク
群
島
に
送
っ
た
。
ク
レ
イ
マ
ー
が
後
半
を
率
い
た
調
査

隊
で
あ
る
。
前
半
を
率
い
た
の
は
海
軍
軍
医
の
ス
テ
フ
ァ
ン

（Em
ileStephan

）
で
、
出
発
前
に
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館
で

（
四
一
五
）　
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調
査
手
法
や
造
形
物
収
集
の
訓
練
を
受
け
て
い
る）

（（
（

。
当
初
は

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
を
予
定
し
て
い
た
が
、
植
民
地
の
正
確
な
人

口
把
握
を
望
ん
だ
ハ
ー
ル
総
督
の
強
い
要
請
も
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
が
調
査
地
と
な
っ
た
（Buschm

ann
（003:（46

）。
調
査
隊
は
ま
ず
カ
ビ
エ
ン
に
赴
き
、
そ
こ
で
ボ
ル

ミ
ン
ス
キ
ー
か
ら
歓
迎
を
受
け
た
。
し
か
し
、
調
査
支
援
の
見
返

り
と
し
て
ル
シ
ャ
ン
が
赤
鷲
勲
章
の
授
与
を
直
後
に
手
配
し
た
と

こ
ろ
を
見
る
と
（Buschm

ann（996:（96

）、
現
地
駐
在
者
の
協

力
な
し
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
で
価
値
の
高
い
造
形
物
を
入

手
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

ド
イ
ツ
海
軍
調
査
隊
の
本
隊
は
ス
テ
フ
ァ
ン
に
率
い
ら
れ
て
南

東
海
岸
の
ム
リ
ア
マ
（M

uliam
a

）
を
調
査
拠
点
と
し
た
が
、
地

理
学
者
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
（EdgarW

alden
）
は
カ
ビ
エ
ン
に

残
り
、
マ
ラ
ン
ガ
ン
儀
礼
の
調
査
を
行
っ
た
。
一
九
〇
七
年
一
二

月
一
八
日
付
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
の
調
査
日
誌
に
は
、
マ
ラ
ン
ガ
ン

彫
刻
の
収
集
を
勝
手
に
お
こ
な
わ
ず
、
す
べ
て
任
せ
る
よ
う
ボ
ル

ミ
ン
ス
キ
ー
に
く
ぎ
を
刺
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（Buschm
ann（996:（00

）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
島
北
部
で
の
造
形
物
収
集
に
関
し
て
、
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー

が
現
地
島
民
と
の
直
接
取
引
を
一
手
に
独
占
し
よ
う
と
目
論
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
が
特
に
警
戒
し
て
い
た
人
物
の
一
人
が

小
嶺
磯
吉
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
一
一
月
二
四
日
付
で
リ
ン
デ
ン

に
送
っ
た
書
簡
の
な
か
で
、
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ヒ
ョ
ヘ
か
ら
定
期
的
に

や
っ
て
く
る
日
本
人
の
船
が
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
か
ら
造
形

物
を
持
ち
去
っ
て
い
る
こ
と
に
脅
威
を
感
じ
、「
全
域
を
く
ま
な

く
見
回
り
、
残
っ
た
も
の
を
守
る
た
め
に
高
い
値
を
（
現
地
の

人
々
に
）
提
示
し
た
」
と
書
き
送
っ
て
い
る
（ibid.:（04

）。
現
地

駐
在
者
の
あ
い
だ
で
も
利
害
が
せ
め
ぎ
合
い
始
め
る
と
、
よ
り
珍

奇
な
造
形
物
を
探
索
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
交
渉
に
慣
れ
た
他

の
収
集
者
が
同
様
の
造
形
物
を
獲
得
で
き
な
い
よ
う
画
策
し
て
い

た
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
〇
〇
年
以

来
カ
ビ
エ
ン
支
庁
を
拠
点
に
植
民
地
政
策
を
現
場
で
担
っ
て
き
た

ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
や
、
一
九
〇
二
年
か
ら
交
易
所
や
支
庁
の
開
設

の
た
め
に
現
場
で
直
接
交
渉
を
請
け
負
っ
て
き
た
小
嶺
磯
吉
は
、

調
査
の
た
め
に
来
島
し
た
一
時
滞
在
の
研
究
者
や
、
活
動
範
囲
が

独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
た
め
各
地
で
の
交
渉

が
短
期
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
収
集
者
に
は
、
す
ぐ
に
は
望
め
な

い
関
係
を
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
民
と
の
あ
い
だ
に
築
い
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
（ibid.:（03

）。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
独
領
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
島
民
と
西
欧
か
ら
の
来
島
者
と
の
あ
い
だ
で
バ
ー
タ
ー
交

（
四
一
六
）　
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易
が
生
じ
て
お
り
、
一
九
世
紀
終
盤
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
は
、
現
地
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立
つ
ほ
ど
取
引
の
規
模
が
拡
大
し

て
い
た）

（（
（

。
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
ド
ー
シ
ー
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本

島
を
踏
査
し
た
際
に
、
釣
針
や
釣
糸
、
ナ
イ
フ
、
米
国
製
鉄
斧

（
ハ
チ
ェ
ッ
ト
）、
鉋
、
鏡
、
顔
料
、
腕
輪
、
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
、
綿

布
、
タ
バ
コ
、
マ
ッ
チ
な
ど
、
現
地
商
店
で
事
前
に
用
意
し
た
物

品
で
島
民
ら
と
面
白
い
よ
う
に
取
引
で
き
た
こ
と
を
日
誌
に
記
し

て
い
る
（W

elsch（000:（6（,（7（

）。
ド
ー
シ
ー
が
そ
の
経
験
を

「
愉
快
」
と
感
じ
た
理
由
は
、
西
欧
で
は
安
価
で
取
る
に
足
ら
な

い
安
ピ
カ
物
で
価
値
の
高
い
南
洋
の
造
形
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
た
と
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
が
、
我
れ
先
に
交
換
を
求

め
て
き
た
現
地
島
民
側
に
も
同
様
の
興
奮
が
あ
っ
た
可
能
性
を
想

定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ー
タ
ー
交
易
と
は
、
貨
幣

と
い
っ
た
外
的
共
通
基
準
に
よ
っ
て
双
方
の
交
易
品
の
価
値
が
計

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
交
渉
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
調
整

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
モ
ノ
を
相
手
の
モ
ノ
と
置
換
す
る

交
換
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
（T

orrence（000:（09-（（0

）。
そ
れ

ゆ
え
、
島
民
が
も
っ
て
き
た
交
易
品
も
ま
た
、
た
と
え
ば
一
九
世

紀
初
頭
か
ら
西
欧
の
物
品
が
流
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
不
用
に

な
っ
た
モ
ノ
や
、
す
ぐ
作
り
直
せ
る
モ
ノ
、
大
量
に
製
作
で
き
る

モ
ノ
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
（Gosden&

K
now

les

（00（:84;O
ʼH

anlon（993

）。

こ
の
点
で
、
ル
イ
ス
の
経
験
は
示
唆
的
で
あ
る
。
彼
の
調
査
日

誌
に
は
、
限
ら
れ
た
種
類
ば
か
り
押
し
付
け
て
く
る
現
地
島
民
と

の
あ
い
だ
で
し
ば
し
ば
軋
轢
が
生
じ
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
一
方

で
（W

elsch（000:（56

）、
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
あ
る
村
で
は
、

造
形
物
を
い
く
つ
か
手
に
入
れ
た
後
で
さ
ら
に
良
い
も
の
を
探
そ

う
と
目
を
逸
ら
し
た
す
き
に
、
村
の
首
長
に
何
か
を
隠
さ
れ
た
出

来
事
が
記
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
村
々
に
あ
る
す
べ
て
の
造
形
物
が
交
易

品
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
相
手
に
よ
っ
て
簡
単
に
交
換
で
き
る

モ
ノ
と
で
き
な
い
モ
ノ
、
交
換
し
た
い
モ
ノ
と
し
た
く
な
い
モ
ノ

が
現
地
島
民
側
に
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

残
念
な
が
ら
、
ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
バ
ー
タ
ー
交
易
の
な
か
で
ボ

ル
ミ
ン
ス
キ
ー
や
小
嶺
磯
吉
が
誰
と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
行
っ
て

い
た
の
か
、
具
体
的
な
情
報
は
管
見
の
限
り
な
い
。
し
か
し
、
小

嶺
の
事
業
の
一
翼
を
一
九
一
一
年
か
ら
担
い
、
お
そ
ら
く
は
造
形

物
収
集
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
指
南
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
鮫
島
三

之
助
の
交
渉
経
験
は
興
味
深
い
（
藤
木（93

）
（（
（9

）。
記
録
さ
れ
た
語

り
に
よ
る
と
、
鮫
島
は
一
九
二
三
年
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
の
セ

ピ
ッ
ク
河
下
流
域
を
訪
れ
、
周
辺
十
三
ヵ
村
の
合
同
祭
祀
に
出
く

わ
し
、
そ
こ
で
一
体
の
木
製
女
神
像
を
見
た）

（（
（

。
そ
の
造
形
に
魅
せ

ら
れ
た
鮫
島
は
、
セ
ピ
ッ
ク
方
面
に
便
船
が
あ
る
た
び
に
現
地
有

（
四
一
七
）　
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力
者
た
ち
へ
贈
物
を
送
り
、
村
人
た
ち
が
ラ
バ
ウ
ル
へ
や
っ
て
来

た
と
き
は
ご
馳
走
で
歓
待
し
た
。
一
九
二
六
年
の
暮
れ
に
と
う
と

う
、
鮫
島
の
そ
れ
ま
で
の
貢
献
へ
の
礼
と
し
て
女
神
像
を
譲
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
船
に
積
み
込
ん
で
全
速
力
で
出
発

す
る
と
、
別
れ
を
惜
し
む
人
々
が
一
〇
艘
の
カ
ヌ
ー
に
分
乗
し
て
、

泣
き
叫
び
な
が
ら
二
時
間
余
り
も
伴
走
し
て
き
た
と
い
う
。
個
人

や
親
族
レ
ベ
ル
で
交
換
を
判
断
で
き
る
交
易
品
と
は
異
な
り
、
十

三
ヵ
村
の
共
有
財
だ
っ
た
女
神
像
を
入
手
す
る
た
め
に
、
三
年
に

及
ぶ
根
回
し
と
関
係
構
築
を
鮫
島
は
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
中
部
マ
ダ
ッ
ク
の
村
々
で
名
を
遺
し
た

偉
大
な
首
長
た
ち
の
ウ
リ
像
も
ま
た
、
村
落
レ
ベ
ル
の
葬
送
儀
礼

の
な
か
で
確
実
に
用
い
ら
れ
て
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は

少
な
く
と
も
、
そ
う
し
た
造
形
物
の
一
種
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
か
ら
分
か
る
ウ
リ
像
の
現
地
収
集
者
の
う
ち
、
一
時
的
な

滞
在
者
と
し
て
植
物
学
者
の
シ
ー
ガ
ー
（Conru（0（3:pl（03,

（04

）
や
芸
術
家
の
ノ
ル
デ
（Reuther（008

）
の
名
が
あ
る
が
、

フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
ル
イ
ス
と
同
様
に
現
地
駐
在
者
か
ら
購
入

し
た
可
能
性
が
残
る
。
た
だ
し
人
類
学
者
の
ク
レ
イ
マ
ー
は
別
で
、

滞
在
期
間
は
七
ヵ
月
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
中
部
東
海

岸
の
ラ
マ
ソ
ン
村
で
は
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
参
与
観
察
的

調
査
を
行
っ
た
。
ウ
リ
像
製
作
の
村
々
が
位
置
し
た
レ
レ
ト
丘
陵

の
内
陸
に
も
入
り
込
ん
で
い
る
か
ら
、
そ
う
し
た
過
程
で
直
接
交

渉
の
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
収
集

者
は
す
べ
て
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
と
関
係
し
た
現
地
駐
在
者

で
あ
る
。

可
能
性
も
含
め
て
収
集
者
情
報
を
集
計
し
て
み
る
と
、
現
地
駐

在
者
の
な
か
で
も
小
嶺
磯
吉
と
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
ウ
リ
像
の
収

集
点
数
が
突
出
し
て
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
体
と
九
体
に
の
ぼ
る

（
表
１
）。
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
南
部
東
海
岸
に
一
九
〇
四
年

に
開
設
さ
れ
た
ナ
マ
タ
ナ
イ
支
庁
の
駐
在
官
ウ
ォ
ス
ト
ロ
ッ
ク
の

収
集
ウ
リ
像
も
三
点
、
ク
レ
イ
マ
ー
の
収
集
は
二
点
確
認
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
に
次
い
で
多
い
の
は
一
九
〇
五

年
に
ロ
イ
ド
海
運
の
ス
マ
ト
ラ
号
船
長
と
な
っ
た
ナ
ウ
ア
ー
で
、

四
体
を
数
え
る）

（（
（

。
ス
マ
ト
ラ
号
は
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北

（
四
一
八
）　

表１　画像確認できたウリ
像の収集者と点数（詳細は
付表参照）

収集者名 点数
小嶺磯吉 13
Boluminski ９
Nauer ４
Wostrack ３
Krämer ２
Brown １
鮫島三之助 １
Krockenberger １
Nolde １
Hahl １
Thiel １
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端
沖
の
ヌ
サ
島
と
シ
ン
プ
ソ
ン
ハ
ー
フ
ェ
ン
（
現
ラ
バ
ウ
ル
）
の

あ
い
だ
を
結
び
、
往
路
に
郵
便
や
日
用
品
、
渡
航
者
、
年
季
労
働

か
ら
の
帰
還
者
を
運
び
、
帰
路
は
コ
プ
ラ
や
造
形
物
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
（Buschm

ann（000:94

）。
こ
う
し
た
現
地
便
船
の
船

長
は
、
そ
の
可
動
性
と
運
搬
能
力
に
よ
っ
て
多
く
の
造
形
物
を
収

集
で
き
た
が
、
各
地
点
の
滞
在
は
短
時
間
だ
っ
た
た
め
現
地
社
会

と
の
直
接
交
渉
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
ナ
ウ
ア
ー
は
、

西
欧
の
博
物
館
な
ど
か
ら
依
頼
が
入
る
と
、
各
地
に
居
住
す
る
駐

在
者
か
ら
造
形
物
を
購
入
す
る
仲
買
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
。

ナ
ウ
ア
ー
収
集
と
さ
れ
る
ウ
リ
像
も
、
こ
う
し
た
取
引
で
入
手
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
収
集
情
報
を
今
に
伝
え
る
ウ
リ
像
は
決
し
て
多
く

な
い
か
ら
、
断
言
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
も
現
地
社
会
と
関
係
が

深
か
っ
た
人
物
ほ
ど
多
く
の
ウ
リ
像
を
収
集
「
で
き
た
」
可
能
性

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
小
嶺
磯
吉
は
、
そ
の
関
係
を
背
景
に

現
地
社
会
と
直
接
交
渉
し
、
所
有
す
る
ス
ク
ー
ナ
ー
船
の
可
動
性

と
運
搬
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
造
形
物
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

形
成
し
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
な
か
に
、
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル

ド
博
物
館
と
慶
應
大
所
蔵
の
ウ
リ
像
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。

八　

ま
と
め
―
絡
み
合
い
の
歴
史
的
産
物
―

ウ
リ
像
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
中
部

内
陸
の
レ
レ
ト
丘
陵
で
製
作
さ
れ
た
造
形
物
で
あ
る
。
一
九
〇
五

〜
〇
六
年
に
は
、
中
部
東
海
岸
ラ
マ
ソ
ン
村
の
首
長
の
葬
送
儀
礼

の
な
か
で
、
間
違
い
な
く
現
地
の
人
々
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
様
子
を
聞
き
書
き
し
た
ク
レ
イ
マ
ー
以
外
に
、
ウ
リ
像
を
用
い

た
儀
礼
を
観
察
・
記
録
し
た
の
は
、
二
一
年
後
の
一
九
二
七
年
に

同
じ
ラ
マ
ソ
ン
村
に
い
た
宣
教
師
の
ピ
ー
ケ
ル
だ
け
で
あ
る

（Peekel&
Lam

ekot.（935

）。
内
陸
の
村
々
か
ら
複
数
体
の
ウ

リ
像
が
集
め
ら
れ
た
ラ
マ
ソ
ン
村
の
事
例
が
典
型
だ
っ
た
と
す
る

と
、
ウ
リ
像
が
用
い
ら
れ
る
機
会
は
、
名
を
遺
し
た
偉
大
な
首
長

の
た
め
の
盛
大
な
葬
送
儀
礼
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ピ
ー
ケ
ル
以
降
は
内
陸
の
村
々
が
廃
れ
て
し
ま
っ
て
、
ウ
リ
像

の
製
作
や
使
用
に
か
か
わ
る
知
識
も
一
九
三
〇
年
代
に
は
消
え

去
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
ウ
リ
像
自
体
は
、
南
洋
の
造
形
物
に

魅
了
さ
れ
た
世
界
の
博
物
館
や
個
人
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
始
ま
り
は
早
く
て
も
一
九
〇
〇
〜
〇
三
年
で
、
収
集
年
代
が

推
定
で
き
る
ほ
と
ん
ど
の
事
例
が
二
〇
世
紀
初
頭
の
一
〇
年
余
り

に
集
中
す
る
。
そ
れ
は
、
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
中
心
が
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
本
島
北
東
部
か
ら
ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
に
移
行
し
、
ニ
ュ
ー

（
四
一
九
）　
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
で
も
北
端
と
南
部
東
海
岸
に
ド
イ
ツ
総
督
府
の

支
庁
が
開
設
さ
れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
植
民
地
政
策
が
内
陸
部
に

も
広
が
っ
て
い
く
過
程
で
、
人
目
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

ウ
リ
像
で
さ
え
西
欧
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い）

（（
（

。

た
だ
し
、
村
々
の
薄
暗
い
男
性
小
屋
に
ウ
リ
像
を
発
見
し
た
と

し
て
も
、
誰
も
が
直
接
交
渉
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く

は
親
族
レ
ベ
ル
を
こ
え
る
村
落
共
同
体
の
共
有
財
だ
っ
た
ウ
リ
像

を
入
手
す
る
に
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
村
々
の
有
力
者
と
良
好
な

関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ウ
リ
像
を
収
集
で
き

た
人
物
に
現
地
駐
在
者
が
名
を
連
ね
る
点
は
、
こ
の
点
で
示
唆
的

で
あ
る
。
彼
ら
の
な
か
で
も
、
一
〇
体
前
後
の
ウ
リ
像
を
収
集
で

き
た
可
能
性
の
あ
る
小
嶺
磯
吉
と
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
植
民
地

政
策
や
植
民
地
経
営
を
現
場
で
担
い
な
が
ら
村
々
の
有
力
者
と
親

密
な
関
係
を
構
築
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
奇
し
く
も
現
地
で
亡

く
な
っ
た
両
者
の
葬
儀
に
、
多
数
の
島
民
が
参
列
し
た
と
い
う
逸

話
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る）

（（
（

。

そ
れ
で
も
、
世
界
に
は
二
五
五
体
の
ウ
リ
像
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
る
。
筆
者
が
画
像
を
確
認
で
き
た
資
料
だ
け
で
も
八

〇
体
を
数
え
る
が
、
そ
の
半
数
以
上
は
収
集
者
・
収
集
時
期
と
も

に
不
明
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
で
は
一
九
〇
七
年
に

人
頭
税
が
導
入
さ
れ
て
、
貨
幣
経
済
が
急
速
に
浸
透
し
て
い
っ
た

か
ら
、
可
能
性
と
し
て
は
ウ
リ
像
も
貨
幣
獲
得
の
た
め
の
売
り
物

に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い）

（（
（

。
二
〇
世
紀
初
頭
の
一
〇
年

余
り
の
あ
い
だ
に
ウ
リ
像
の
収
集
の
現
場
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
激

変
を
通
時
的
に
捉
え
る
た
め
に
、
そ
の
造
形
的
特
徴
や
意
匠
自
体

（
四
二
〇
）　

図４　 クレイマーが撮影したウリ像制作の現場（Krämer 1925：23
を転載）



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
二
一

を
絡
み
合
い
の
歴
史
的
産
物
と
し
て
い
か
に
析
出
で
き
る
だ
ろ
う

か
。ク

レ
イ
マ
ー
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
彫
刻
師
ラ
カ
ム
に
よ

る
ウ
リ
像
製
作
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
る
（
図
４
）。
そ
こ
に
写

る
ラ
カ
ム
の
手
に
は
明
ら
か
に
鉄
製
の
手
斧
が
握
ら
れ
、
左
の
上

腕
に
は
小
型
の
ナ
イ
フ
が
紐
で
と
め
ら
れ
て
い
る
。
二
○
世
紀
初

頭
の
ウ
リ
像
で
さ
え
す
で
に
西
欧
と
の
絡
み
合
い
が
生
み
出
し
た

造
形
物
な
の
で
あ
る
。
一
八
八
〇
〜
一
九
一
〇
年
に
集
め
ら
れ
た

多
く
の
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
に
は
、
西
欧
の
布
や
青
色
塗
料
（
レ

キ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
）、
ガ
ラ
ス
ビ
ー
ズ
、
ガ
ラ
ス
瓶
の
破
片
な
ど

が
意
匠
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（Barnecutt（007:（（5

）。
鮫
島
三

之
助
が
お
そ
ら
く
一
九
一
一
年
以
降
に
入
手
し
た
ウ
リ
像
に
も
、

黒
の
顔
料
の
か
わ
り
に
鮮
や
か
な
青
が
彩
色
さ
れ
て
い
て
興
味
深

い
（
天
理
大
学
・
天
理
教
同
友
社（98

）
（（
（9

）。
直
接
的
な
史
料
が
限

ら
れ
た
状
況
の
な
か
で
、
ウ
リ
像
の
形
態
特
徴
や
意
匠
を
詳
細
に

検
討
す
る
物
質
文
化
研
究
の
手
法
に
よ
っ
て
、
絡
み
合
い
の
歴
史

に
迫
る
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

【
謝
辞
】

本
稿
の
内
容
は
、
二
〇
一
二
〜
一
四
年
度
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
講
し
た
「
博
物
館
美
術
館
の
現
在
」
の
講
義
ノ
ー
ト
を
発
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
美
学
美
術
史
の
後
藤
文
子
先
生
、
ロ
ー
マ
考
古
学

の
江
添
誠
先
生
と
、
オ
セ
ア
ニ
ア
考
古
学
を
専
門
と
す
る
山
口
が
本

講
義
を
共
同
担
当
し
、
ウ
リ
像
を
主
要
事
例
に
し
な
が
ら
、
博
物

館
・
美
術
館
の
所
蔵
資
料
の
研
究
可
能
性
に
つ
い
て
言
い
合
っ
て
考

え
て
き
た
。
日
本
で
は
い
ま
だ
十
分
に
根
付
い
て
い
な
い
博
物
館
人

類
学
の
枠
組
み
に
つ
い
て
刺
激
的
な
議
論
を
毎
回
も
つ
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
異
分
野
連
携
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
九
日
〜
二
月
七
日
に

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
１
Ｆ
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
文

学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
企
画
展
『
語
り
出
す
南
洋
の
造
形
：
慶
應

大
所
蔵
・
小
嶺
磯
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
へ
と
繋
が
り
、
一
月
一
七
日

に
は
『
モ
ノ
に
響
く
声
、
モ
ノ
が
導
く
対
話
、
人
類
学
の
想
像
』（
日

本
文
化
人
類
学
会
関
東
地
区
研
究
懇
談
会
共
催
）
と
題
し
た
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
ら
き
、
文
化
人
類
学
と
の
対
話
も
実
現
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
文
学
部
長
の
関
根
謙
先
生
、
民
族
学
考
古
学
専
攻
の
同

僚
で
あ
る
佐
藤
孝
雄
先
生
、
安
藤
広
道
先
生
、
渡
辺
丈
彦
先
生
、
文

化
人
類
学
の
棚
橋
訓
先
生
（
お
茶
の
水
女
子
大
）、
深
山
直
子
先
生

（
東
経
大
）、
渡
辺
文
先
生
（
立
命
館
大
）、
深
田
淳
太
郎
先
生
（
三
重

大
）、
須
藤
健
一
先
生
（
国
立
民
族
学
博
物
館
）、
石
田
慎
一
郎
先
生

（
首
都
大
）
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
資
料
整
理
や
類
例

検
索
で
は
、
大
学
院
生
の
臺
浩
亮
君
と
卒
業
生
の
佐
山
の
の
さ
ん
に

多
大
な
助
力
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註（1
）　

慶
應
義
塾
の
民
族
学
研
究
を
主
導
し
た
松
本
信
廣
先
生
が
中
心

と
な
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
図
録
と
し
て
一
九
四
〇
年
（
昭
和
一

五
）
に
『
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
土
俗
品
圖
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

松
江
氏
の
ご
子
息
が
塾
生
だ
っ
た
縁
も
あ
り
、
終
戦
直
後
に
義
塾

（
四
二
一
）　



四
二
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

が
所
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
一
部
は
、
戦
後

三
度
の
展
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
国
立
近
代
美
術
館

開
催
の
『
現
代
の
眼
│
原
始
美
術
か
ら
』（
一
九
六
〇
年
）、
読
売

新
聞
社
が
主
催
と
な
り
上
野
松
坂
屋
で
開
か
れ
た
『
文
化
人
類
の

宝
庫
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
芸
術
展
』（
一
九
六
二
年
）、
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
の
『
原
始
美
術
』（
一
九
七
五
年
）
で
あ
る
。

（
2
）　

た
だ
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
だ
っ
た
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ピ
ー

ケ
ル
は
、
五
体
の
ウ
リ
像
が
用
い
ら
れ
た
儀
礼
を
一
九
二
七
年
に

ラ
マ
ソ
ン
村
で
観
察
し
て
い
る 

（Peekel &
 Lam

ekot 1935

）。

（
3
）　

ア
ー
ト
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
性
を
論
じ
る
ジ
ェ
ル
は
、
そ
の
な

か
で
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
像
を
取
り
上
げ
、
複
雑
な
意
匠
が
個
人
の
諸

権
利
に
読
み
換
え
ら
れ
記
憶
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
意
匠

が
人
々
に
何
か
を
想
起
さ
せ
る
力
に
着
目
し
て
い
る
（Gell 

1998

）。

（
4
）　

ウ
リ
像
の
写
真
を
掲
載
す
る
展
示
図
録
・
造
形
写
真
集
に
は
、

岡
（1960

）、
小
林
（2006

）、
東
京
新
聞
社
（1969

）、
天
理
大

学
・
天
理
教
道
友
社
（
編
）1989 

、Christensen 
（1955

）、 
Conru 

（2013

）、Gracq 

（2003

）、Gunn 

（1997

）、Gunn, M
 

&
 P. Peltier 

（2006

）、K
räm

er-Bannow
 

（W
. Schm

idt
英
訳

版
、2009

）、Reuther 

（2008

）、V
atter 

（1926

）
が
あ
る
。

（
5
）　

大
英
帝
国
海
軍
の
輸
送
艦
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
号
で
一
九
世
紀
初
頭

に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
を
訪
れ
た
ケ
ン
ト
船
長
夫
人
は
、
人

骨
（
お
そ
ら
く
い
ず
れ
か
の
長
管
骨
）
が
下
端
に
装
着
さ
れ
た
槍

を
入
手
し
て
い
る
（Rosm

an &
 Rubel 1998:36-7

）。

（
6
）　

ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
の
収
集
品
は
、
英
国
副
弁
務
官
の
ロ
ミ
リ
ー

（H
ugh Rom

illy

）
や
宣
教
師
の
ブ
ラ
ウ
ン
（Geroge Brow

n

）、

貿
易
商
人
の
フ
ァ
レ
ル
（T

hom
as Farrell

）
ら
に
よ
っ
て
、
早

く
も
一
九
世
紀
前
半
に
は
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
博
物

館
に
寄
贈
さ
れ
始
め
て
い
た
が
、
こ
の
地
域
の
造
形
物
が
西
欧
世

界
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
の
保
護
領
に

な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
（Conru 2013:52

）。

（
7
）　

ゴ
ッ
ド
フ
ロ
イ
六
世
は
南
洋
貿
易
に
革
新
を
も
た
ら
し
た
人
物

で
、
一
九
世
紀
後
半
に
ヤ
シ
油
の
世
界
的
需
要
が
急
増
す
る
な
か
、

コ
コ
ヤ
シ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
栽
培
を
サ
モ
ア
で
い
ち
早
く
開

始
す
る
と
と
も
に
、
刳
り
出
し
た
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
内
果
を
乾
燥
さ

せ
た
コ
プ
ラ
の
生
み
の
親
で
も
あ
る
。
こ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、

日
持
ち
の
良
い
コ
プ
ラ
を
安
い
輸
送
コ
ス
ト
で
運
搬
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
（K

ruger 2013:13

）。

（
8
）　

英
国
副
弁
務
官
の
ロ
ミ
リ
ー
は
、
一
八
八
三
年
に
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
島
北
東
海
岸
の
カ
プ
ス
（K

apsu

）
で
「
お
ど
ろ
お
ど

ろ
し
い
彫
像
」
や
「
へ
ん
て
こ
な
被
り
物
」
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら

の
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
を
入
手
し
た
。
南
洋
の
造
形
物
を
商
う
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
す
で
に
シ
ド
ニ
ー
に
あ
る
こ
と
を
ロ
ミ
リ
ー
は
知
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
の
ド
ュ
ー
ク
と
い
う
ロ
ミ

リ
ー
の
遠
縁
が
、
五
〇
体
余
り
の
彫
刻
を
す
べ
て
購
入
し
た
（Ros-

m
an &

 Rubel 1998:38-39

）。

（
9
）　

シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
の
ド
ー
シ
ー
（George A

. 
D

orsey

）
は
、
一
九
〇
八
年
七
月
九
日
か
ら
一
カ
月
ほ
ど
か
け
て
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
の
ブ
ー
ツ
船
長
ら
と
と
も
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

本
島
を
ほ
ぼ
一
周
し
、
現
在
の
マ
ダ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
あ
い

だ
の
七
〇
〇
㎞
の
海
域
に
点
在
す
る
島
々
を
踏
査
し
た
。
ま
た
、

小
型
汽
船
サ
イ
ア
ー
ル
号
で
セ
ピ
ッ
ク
川
を
一
二
五
㎞
遡
上
す
る

（
四
二
二
）　



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
二
三

探
検
に
も
参
加
し
て
い
る
（W

elsch 2000:159

）。
そ
の
過
程
で

ベ
ル
リ
ン
博
物
館
が
派
遣
し
た
調
査
隊
の
三
キ
ャ
ン
プ
に
出
会
っ

て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
民
族
学
博
物
館
が
二
年
間
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
い
た
八
百
ト
ン
の
ペ
イ
ホ
号
（S.S. Peiho

）
を
訪
れ
、

調
査
隊
の
隊
員
で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
様
子
を
日
誌
に
残
し
て

い
る
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
博
物
館
の
依
頼
で

造
形
物
を
収
集
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
た
ち
に
出
会
っ
て

い
る
（ivid.:163
）。

（
10
）　

ル
イ
ス
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
総
数
で
四
千
点
を
越

え
、
現
地
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
二
千
点
近
い
（W

elsch 
1993:3

）。
ル
イ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
、
現
地
駐
在
の
収

集
者
か
ら
購
入
し
た
も
の
が
多
く
、
小
嶺
磯
吉
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。
記
録
に
よ
る
と
購
入
先
は
二
二
人
を
数
え
、
総
額
は
七
千
ド

ル
を
超
え
て
い
る
（Gosden &

 K
now

les 2001:92

）。
な
お
、

小
嶺
か
ら
購
入
し
た
資
料
の
う
ち
、
す
で
に
ル
イ
ス
が
収
集
し
た

も
の
と
重
複
す
る
四
〇
二
点
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
博
物
館
（
シ
ド

ニ
ー
）
の
資
料
一
六
七
点
と
交
換
さ
れ
た
（ibid.:93
）。

（
11
）　

木
曜
島
で
の
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ガ
イ
採
捕
業
に
は
じ
め
て
日
本
人
が

か
か
わ
っ
た
の
は
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
遡
る
が
、
日
本
人
労
働

者
が
多
数
来
島
し
た
の
は
一
八
九
三
年
以
降
で
あ
る
（
シ
ソ
ン
ズ

1974:28

）。
し
た
が
っ
て
、
小
嶺
磯
吉
の
渡
航
は
そ
の
直
前
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
木
曜
島
に
渡
る
ま
で
の
小
嶺
磯
吉
の
半
生
に
つ

い
て
は
、
親
族
の
赤
沢
八
重
子
氏
の
私
記
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
赤
沢1998:53-68

）。

（
12
）　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
の
う
ち
西
側
の
オ
ラ
ン
ダ
領
（
現
イ
リ
ア

ン
・
ジ
ャ
ヤ
）
は
東
イ
ン
ド
と
一
体
的
に
経
済
運
営
さ
れ
、
南
東

部
の
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ

ン
ド
を
商
圏
と
し
て
発
展
で
き
た
が
、
本
島
北
東
部
の
カ
イ

ザ
ー
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ラ
ン
ド
（K

aiser W
ilhelm

sland

）
と

ビ
ス
マ
ル
ク
群
島
か
ら
な
る
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
経
済
圏
の
辺

境
で
、
環
境
も
過
酷
で
あ
っ
た
た
め
開
発
に
は
大
き
な
困
難
が
と

も
な
っ
た
（H

enderson 1962:21-25

）。
日
本
人
移
民
に
た
い
す

る
寛
容
さ
は
、
こ
の
状
況
の
な
か
で
勤
勉
な
労
働
力
の
確
保
を
求

め
た
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
総
督
府
の
植
民
地
政
策
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
13
）　

タ
ン
ガ
諸
島
で
は
ク
ク
ラ
イ
（kukurai

）
と
呼
ば
れ
た
。

（
14
）　

小
嶺
商
会
の
商
売
は
第
一
次
大
戦
後
も
拡
大
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
経
営
が
軌
道
に
乗
り
、
一
九
二
〇
年
に
は
ラ
バ
ウ
ル
で

も
っ
と
も
裕
福
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

一
九
三
四
年
に
は
不
況
の
波
に
も
ま
れ
、
打
ち
続
く
欠
損
に
事
業

整
理
の
途
上
、
同
年
一
〇
月
三
日
に
六
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

（
15
）　

シ
カ
ゴ
で
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発
見
四
〇
○
周

年
を
記
念
し
て
一
八
九
三
年
に
万
博
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
人
類
学

展
示
を
核
に
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
が
設
立
さ
れ
た
。
展
示
の
責
任

者
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
著
名
な
人
類
学
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

プ
ッ
ト
ナ
ム
（Frederick W

. Putnam

）
で
、
ド
イ
ツ
か
ら

渡
っ
て
き
た
若
き
人
類
学
者
フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
（F. Boas

）
が

助
手
と
し
て
働
い
て
い
た
。
ド
ー
シ
ー
も
ま
た
プ
ッ
ト
ナ
ム
を
支

え
た
助
手
の
一
人
で
、
一
八
九
六
年
に
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
採

用
さ
れ
、
二
年
後
に
は
人
類
学
部
門
の
二
代
目
キ
ュ
レ
タ
ー
に
就

任
し
た 

（Gosden &
 K

now
les 2001:77; W

lsch 2000:158-
161

）。
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
は
、
こ
れ
ら
ド
ー
シ
ー
と
ル
イ
ス

（
四
二
三
）　
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の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
オ
セ
ア
ニ
ア
の
民
族
資
料
が
多
数
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

二
〇
一
四
年
一
〇
月
九
日
〜
一
二
日
に
か
け
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

博
物
館
収
蔵
庫
で
ウ
リ
像
と
カ
プ
カ
プ
（
貝
製
装
飾
品
）
の
資
料

調
査
を
実
施
し
た
。
確
認
で
き
た
ウ
リ
像
の
う
ち
残
り
の
二
点
は
、

一
九
〇
九
年
収
蔵
の
ウ
リ
像
で
あ
っ
た
。
年
代
か
ら
考
え
て
一
九

〇
八
年
に
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
踏
査
し
た
ド
ー
シ
ー
に
由
来
す

る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
一
三
年
収
蔵
の
一
三
体
の
う
ち
一

一
体
は
、
博
物
館
の
資
料
番
号
が
連
番
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
こ
れ
ら
は
ル
イ
ス
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）　

ス
テ
フ
ァ
ン
の
他
に
、
地
理
学
者
の
ウ
ォ
ー
ル
デ
ン
（Edgar 

W
alden

）、
民
族
学
者
の
シ
ュ
ラ
ゲ
ン
フ
ォ
ー
ヘ
ン
博
士
（O

tto 
Schlaginhaufen

）、
写
真
家
の
シ
ー
リ
ン
グ
（Richard Chill-

ing

）
が
加
わ
っ
た
。
ス
テ
フ
ァ
ン
は
一
九
〇
八
年
五
月
二
五
日
に

マ
ラ
リ
ア
で
命
を
落
と
し
、
そ
の
代
役
と
し
て
ク
レ
イ
マ
ー
が
調

査
隊
を
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

önter 2010:131-147

）。

（
18
）　

一
八
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
現
地
駐

在
者
や
長
期
滞
在
者
ら
は
造
形
物
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
一
八
八

〇
年
代
初
頭
に
ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
東
海
岸
を
頻
繁
に
訪
れ

た
労
働
者
募
集
斡
旋
業
者
や
貿
易
商
人
ら
に
よ
っ
て
大
き
く
な
っ

て
い
っ
た
（Barnecutt 2007:124

）。

（
19
）　

ド
ー
シ
ー
に
続
き
独
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
博
物
館
の
ル
イ
ス
は
、
一
九
〇
九
年
一
月
に
訪
れ
た
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
南
部
内
陸
の
村
で
、
次
の
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
。

「
い
く
つ
か
の
造
形
物
を
譲
り
受
け
、
そ
れ
ら
が
納
め
ら
れ
て
い
た

男
子
小
屋
の
ま
わ
り
を
見
渡
し
な
が
ら
、
女
性
小
屋
に
つ
い
て
訊

ね
た
。
と
う
い
う
の
も
、
ま
だ
何
か
良
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
地
の
人
々
が
女
性
小

屋
は
こ
こ
か
ら
遠
い
と
答
え
た
し
、
私
の
ガ
イ
ド
も
女
性
小
屋
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な
か
っ
た
。
…
と
こ
ろ
が
、
男
性
小
屋
を

離
れ
て
す
ぐ
、
一
緒
に
つ
い
て
き
た
少
年
の
一
人
が
、
男
性
小
屋

の
脇
の
藪
の
向
こ
う
に
女
性
小
屋
が
あ
る
と
言
っ
た
の
で
、
村
長

に
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
訊
ね
た
。
自
分
た
ち
だ
け
で
勝
手
に
行
っ

て
荒
ら
す
の
で
は
と
、
現
地
の
人
々
に
思
わ
れ
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
女
性
小
屋
に
向
か
っ
て
私
た
ち
は
歩
き

出
し
た
。
勝
手
に
入
っ
て
村
人
た
ち
を
怒
ら
せ
た
く
な
か
っ
た
の

で
、
女
性
小
屋
の
中
を
外
か
ら
覗
こ
う
と
歩
き
回
っ
て
い
る
内
に
、

古
老
の
村
長
か
ら
気
を
そ
ら
し
て
し
ま
っ
た
。
彼
を
探
し
た
と
き

に
は
、
す
で
に
姿
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
つ
い
て
き
た
少
年

は
、
女
性
小
屋
の
反
対
側
の
入
り
口
か
ら
村
長
が
中
に
入
り
、
何

か
を
も
っ
て
出
て
き
て
藪
の
中
に
消
え
た
と
教
え
て
く
れ
た
」

（W
elsch 1998:[1] 175

）。

（
20
）　

鮫
島
三
之
助
は
、
海
軍
大
将
上
村
彦
之
丞
の
斡
旋
で
、
一
九
一

一
年
か
ら
小
嶺
磯
吉
氏
の
事
業
に
参
画
し
た
。
現
地
で
は
、
ア
ド

ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
マ
ヌ
ス
島
で
コ
コ
ヤ
シ
栽
培
の
た
め
の
調
査
を

お
こ
な
い
、
一
年
ほ
ど
の
間
に
島
中
の
集
落
を
巡
り
歩
い
た
。
そ

の
踏
査
の
過
程
で
バ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
っ
て
入
手
で
き
た
造
形
物

は
、
小
嶺
磯
吉
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
売
っ
た
と
い
う
。
記

録
さ
れ
た
語
り
（
藤
木1939

）
で
は
、
シ
カ
ゴ
大
学
が
派
遣
し
た

専
門
家
に
約
百
点
を
一
五
〇
〇
〇
米
ド
ル
で
販
売
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
年
代
が
大
正
二
年
（1913

）
で
あ
り
、
ル

（
四
二
四
）　
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め
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史
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四
二
五

イ
ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
フ
ィ
ー
ル
ド
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
た
年

に
あ
た
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
は
鮫
島
の
記
憶
違
い
で

あ
ろ
う
。
鮫
島
が
そ
の
後
に
収
集
し
た
造
形
物
は
、
昭
和
七
年

（1932
）
に
岸
本
彩
星
童
人
（
岸
本
五
兵
衛
）
に
買
い
取
ら
れ
、
そ

の
際
に
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
に
所
属
し
て
い
た
藤
木
喜
久
磨

に
よ
っ
て
鮫
島
の
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
た
。
語
り
の
記
録
は

『
ニ
ウ
ギ
ニ
ア
其
附
近
島
嶼
の
土
俗
品
』
に
収
録
さ
れ
、
ま
た
一
部

は
『
南
方
共
栄
圏
の
民
藝
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
岸
本

の
南
洋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
は
天
理
参
考
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
現

在
に
至
る
。

（
21
）　

天
理
参
考
館
所
蔵
資
料
の
図
録
『
ひ
と
・
も
の
・
こ
こ
ろ
：
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
』
の
資
料
解
説
に
よ
る
と
、「
セ
ピ
ク
河
中
流

域
の
イ
ア
ッ
ト
モ
イ
族
の
村
の
精
霊
堂
に
よ
く
見
ら
れ
る
」
女
神

像
に
類
似
す
る
彫
像
で
あ
る
（
上
村1989:201

）。

（
22
）　

ナ
ウ
ア
ー
が
船
長
を
務
め
た
ス
マ
ト
ラ
号
甲
板
で
撮
影
さ
れ
た

ウ
リ
像
は
も
う
一
体
あ
る
か
ら
（Buschm

ann 2000: Fig.4

）、

総
計
で
五
体
の
ウ
リ
像
を
収
集
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
側

面
か
ら
の
写
真
で
あ
る
た
め
、
我
わ
れ
の
確
認
画
像
と
の
照
合
が

困
難
で
、
付
表
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
23
）　

本
文
で
触
れ
た
よ
う
に
、
西
欧
に
よ
る
収
集
の
歴
史
は
マ
ラ
ン

ガ
ン
彫
刻
の
方
が
三
〇
年
以
上
早
い
。
西
欧
の
民
族
学
界
で
南
洋

の
造
形
物
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
一
八
七
〇
年

代
に
は
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
博
物
館
へ
寄
贈
さ
れ
、
販

売
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
。
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
と
い
う
珍
奇
な
造
形

物
を
め
ぐ
る
需
要
が
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
、
現
地
の
村
々
で
は

収
集
者
と
の
交
易
用
に
作
り
置
き
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
（Barnecutt 2007:125

）。
マ
ラ
ン
ガ
ン
の
儀
礼
は
、

ニ
ュ
ー
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
島
北
部
海
岸
線
の
村
々
や
そ
の
沖
合
の

島
々
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
る
親
族
レ
ベ
ル
の
葬
送
儀
礼
だ
か
ら
、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
の
募
集
や
交
易
の
た
め
に
不
定
期
に

や
っ
て
く
る
業
者
で
も
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
を
発
見
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
と
想
定
で
き
る
。

（
24
）　

一
九
一
三
年
に
亡
く
な
っ
た
ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
は
ニ
ュ
ー
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
土
地
に
葬
ら
れ
た
。
彼
の
墓
地
は
人
々
を
引
き
付
け

る
聖
地
と
な
り
、
超
自
然
的
な
力
を
帯
び
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
。

ボ
ル
ミ
ン
ス
キ
ー
の
遺
体
は
神
話
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
ニ
ュ
ー

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
景
観
の
中
で
記
憶
さ
れ
て
き
た
と
い
う
（Bus-

chm
ann 1996:187

）。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
〇
月
三
日
に

六
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
小
嶺
磯
吉
の
葬
儀
に
は
、
在
留
邦
人
や
現

地
駐
在
の
諸
外
国
人
は
も
と
よ
り
現
地
住
民
が
多
数
参
列
し
た
と

い
う
（
サ
ン
デ
ー
毎
日 

一
九
三
五
年
七
月
八
日
記
事
）。

（
25
）　

ロ
イ
ド
海
運
の
ナ
ウ
ア
ー
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
民
族
学
博
物
館
の

サ
フ
ァ
ー
ト
宛
て
に
送
っ
た
一
九
一
一
年
五
月
二
日
付
け
書
簡
の

な
か
で
、
現
地
収
集
者
間
の
造
形
物
取
引
が
過
熱
し
て
、
わ
ず
か

一
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
ウ
リ
像
の
価
格
が
急
騰
し
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
商
会
か
ら
農
園
管
理
を
任

さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ッ
ケ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
入
手
し
た
三
体
の
ウ
リ
像

に
五
百
マ
ル
ク
の
法
外
な
値
段
を
付
け
て
い
た
が
、
一
年
後
に
は

さ
ら
に
一
千
マ
ル
ク
に
値
段
を
跳
ね
上
げ
た
と
い
う
（Bus-

chm
ann 2000:98

）。

（
26
）　

レ
キ
ッ
ト
・
ブ
ル
ー
と
俗
称
さ
れ
る
合
成
群
青
染
料
は
、
一
八

八
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
マ
ラ
ン
ガ
ン
彫
刻
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

（
四
二
五
）　
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経
年
劣
化
と
熱
帯
の
過
酷
な
気
候
に
よ
る
綿
布
の
黄
ば
み
を
和
ら

げ
る
た
め
に
使
わ
れ
た
一
種
の
漂
白
剤
の
転
用
で
あ
る
（Barne-

cutt 2007:125

）。
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1 装飾頭蓋付木製祖霊像 Barbier-Mueller Museum Gunn （1997：Fig. 94）；小林（2006：178） Ia

2 装飾頭蓋付木製祖霊像 Konombin? 1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.13）；小林（2006：179）；
Lempertz （2012） Ia 155 Boluminski収集の可能性あり

3 装飾頭蓋付木製祖霊像 1900-1903年⑴ 南部内陸中央Lambuso Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.13）；小林（2006：178） Ia Boluminski収集の可能性あり

4 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） II 小型ウリ像

5 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） II 小型ウリ像

6 小型木製祖霊像 evorok-moanu 中部Madak地方 Saint Louis Art Museum Gunn & Peltier （2006：178） II 53 11.5 11.5 小型ウリ像

7 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1875-1881年?⑵ 国立民族学博物館 http://htq.minpaku.ac.jp/menu/database.html II 59 13 13
小型ウリ像，ジョージ・ブラウ
ン・コレクション；資料番号：
H0144385

8 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1923-1926年? 天理参考館 天理大学・道友社 共編（1989：pl.49） II 65 鮫島三之助コレクション

9 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） IIIa 小型ウリ像

10 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） IIIa 小型ウリ像；ループ支柱有り

11 大型木製祖霊像
uli
（lembankakat 
egilampe）

1908年以前 中部Madak地方東海岸 Indiana University Art 
Museum

Krämer （1925：pl.32）；Gracq （2003：32）；Gunn & 
Peltier （2006：pl57） Ia 140 60 50 Wilhelm Wostrack収集；Andre 

Bretonが入手したウリ像

12 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ia 127 Otto Dix（ドイツ人芸術家）旧蔵
13 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ia ベルリン民族学博物館旧蔵

14 大型木製祖霊像 uli Museum Folkwang, Essen
http://www.museum-folkwang.de/en/collection/
archaeology-global-artapplied-arts.html；Conru 
（2013：53）；Lempertz （2012）

Ia

15 大型木製祖霊像 uli 1905-1911⑶ Staatliches Museum für 
Völkerkunde, Munich Lempertz （2012）；Buschmann （2000：Fig.6） Ia Karl Nauerのスマトラ号甲板で撮

影されたウリ像に酷似

16 大型木製祖霊像 uli Parke-Bernet Galleries, 
Stuttgart Lempertz （2012）；Conru （2013：60） Ia Ernest Heinrich（ドイツ人コレ

クター）旧蔵

17 大型木製祖霊像 uli Lempert （2012） Ia Serge Brignoni（スイス人シュー
ルレアリスト）旧蔵

18 大型木製祖霊像 uli
Naturhistorische 
Gesellschaft Nürnberg 
（Natural History Society 
Nuremberg）

Lempertz （2012） Ia

19 大型木製祖霊像 uli
Rautenstrau-Joest-Museum-
fur Volkerkunde （ケルン民
族博物館）

東京新聞社（1969：77） Ia 116 24

20 大型木製祖霊像 uli Tomkin Collection http://www.tomkinscollection.org/static/object_53.
html Ia

21 大型木製祖霊像 uli
（lakiserong） 1900-1903年⑴ 中部Madak地方Malom Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.33） Ia 130 Boluminski収集の可能性あり；

Old and without colour

22 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 130 33
資料番号：112388；左腕にバス
ケット有り（Krämer's Style 9）；
彩色無し

23 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 130 40
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138794；小嶺磯吉収集の可能
性あり

24 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 134 40 資料番号：144001

25 大型木製祖霊像
uli
（selambungin 
antelou）

1904-1908年⑸ 中部Madak地方Levinko
Krämer （1925：pl.29）；http://www.sothebys.com/
de/news-video/auction-essays/tresors-collection-
frum/2014/07/wilhelm-wostrack-uli-figures.html

Ib 130

Wilhelm Wostrack収集；リンデ
ン博物館→Ernest 
Heinrich→Serge 
Brignoni→Murray Frum（カナ
ダ人コレクター）

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考
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1 装飾頭蓋付木製祖霊像 Barbier-Mueller Museum Gunn （1997：Fig. 94）；小林（2006：178） Ia

2 装飾頭蓋付木製祖霊像 Konombin? 1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.13）；小林（2006：179）；
Lempertz （2012） Ia 155 Boluminski収集の可能性あり

3 装飾頭蓋付木製祖霊像 1900-1903年⑴ 南部内陸中央Lambuso Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.13）；小林（2006：178） Ia Boluminski収集の可能性あり

4 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） II 小型ウリ像

5 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） II 小型ウリ像

6 小型木製祖霊像 evorok-moanu 中部Madak地方 Saint Louis Art Museum Gunn & Peltier （2006：178） II 53 11.5 11.5 小型ウリ像

7 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1875-1881年?⑵ 国立民族学博物館 http://htq.minpaku.ac.jp/menu/database.html II 59 13 13
小型ウリ像，ジョージ・ブラウ
ン・コレクション；資料番号：
H0144385

8 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1923-1926年? 天理参考館 天理大学・道友社 共編（1989：pl.49） II 65 鮫島三之助コレクション

9 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） IIIa 小型ウリ像

10 小型木製祖霊像 evorok-moanu 1908-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong? Krämer （1925：pl. 24） IIIa 小型ウリ像；ループ支柱有り

11 大型木製祖霊像
uli
（lembankakat 
egilampe）

1908年以前 中部Madak地方東海岸 Indiana University Art 
Museum

Krämer （1925：pl.32）；Gracq （2003：32）；Gunn & 
Peltier （2006：pl57） Ia 140 60 50 Wilhelm Wostrack収集；Andre 

Bretonが入手したウリ像

12 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ia 127 Otto Dix（ドイツ人芸術家）旧蔵
13 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ia ベルリン民族学博物館旧蔵

14 大型木製祖霊像 uli Museum Folkwang, Essen
http://www.museum-folkwang.de/en/collection/
archaeology-global-artapplied-arts.html；Conru 
（2013：53）；Lempertz （2012）

Ia

15 大型木製祖霊像 uli 1905-1911⑶ Staatliches Museum für 
Völkerkunde, Munich Lempertz （2012）；Buschmann （2000：Fig.6） Ia Karl Nauerのスマトラ号甲板で撮

影されたウリ像に酷似

16 大型木製祖霊像 uli Parke-Bernet Galleries, 
Stuttgart Lempertz （2012）；Conru （2013：60） Ia Ernest Heinrich（ドイツ人コレ

クター）旧蔵

17 大型木製祖霊像 uli Lempert （2012） Ia Serge Brignoni（スイス人シュー
ルレアリスト）旧蔵

18 大型木製祖霊像 uli
Naturhistorische 
Gesellschaft Nürnberg 
（Natural History Society 
Nuremberg）

Lempertz （2012） Ia

19 大型木製祖霊像 uli
Rautenstrau-Joest-Museum-
fur Volkerkunde （ケルン民
族博物館）

東京新聞社（1969：77） Ia 116 24

20 大型木製祖霊像 uli Tomkin Collection http://www.tomkinscollection.org/static/object_53.
html Ia

21 大型木製祖霊像 uli
（lakiserong） 1900-1903年⑴ 中部Madak地方Malom Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.33） Ia 130 Boluminski収集の可能性あり；

Old and without colour

22 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 130 33
資料番号：112388；左腕にバス
ケット有り（Krämer's Style 9）；
彩色無し

23 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 130 40
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138794；小嶺磯吉収集の可能
性あり

24 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ia 134 40 資料番号：144001

25 大型木製祖霊像
uli
（selambungin 
antelou）

1904-1908年⑸ 中部Madak地方Levinko
Krämer （1925：pl.29）；http://www.sothebys.com/
de/news-video/auction-essays/tresors-collection-
frum/2014/07/wilhelm-wostrack-uli-figures.html

Ib 130

Wilhelm Wostrack収集；リンデ
ン博物館→Ernest 
Heinrich→Serge 
Brignoni→Murray Frum（カナ
ダ人コレクター）

付表　ウリ像一覧

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考
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26 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ic Alfred Flechtheim（ギャラリー
オーナー）旧蔵

27 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ic 140 45 資料番号：112389

28 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方西海岸
Lemau Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.25）；Gunn & Peltier （2006：

pl.60） II 72 14 16
Arthur Krockenberger（ドイツ
人農園主）収集；Krämer報告書
に現地名無し

29 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方 Ethnologisches Museum, 
Berlin

Gunn & Peltier （2006：173）；http://commons.
wikimedia.org/wiki/File：Statues_Uli_
（mus%C3%A9e_de_Dahlem,_Berlin）.jpg

II 158 47 13
資料番号：VI55022；Hans 
Franke estate （Berlin）からの寄
贈（1969）；サンゴブロック状の
意匠の上に立つウリ像

30 大型木製祖霊像 uli Honolulu Academy of Art http://commons.wikimedia.org/wiki/Category：
Uli_figures II 資料番号：6035.1

31 大型木製祖霊像 uli Barbier-Mueller Museum Gunn （1997：88） II
資料番号：4313, ドイツ博物館
→Serge Brignoni→Charles 
Ratton→Jay Leff

32 大型木製祖霊像 uli British Museum

D'Alleva （1998：pl.76）；http://www.britishmuseum.
org/research/collection_online/collection_object_
details.aspx?objectId＝497354&partId＝
1&searchText＝New+Ireland&images＝true&page
＝1

II 101.6 資料番号：Oc1936,1123.1；A. 
Lockwoodからの寄贈（1936）

33 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
sonondos）

Bremen Krämer （1925：pl.25） II

34 大型木製祖霊像 uli 1914年以前 Conru （2013：pl.203, 204） II 108 Herman Seeger （ドイツ人植物学
者）収集

35 大型木製祖霊像 uli 1906-1912年
http://www.sothebys.com/en/auctions/
ecatalogue/2006/african-oceanic-and-pre-columbian-
art-n08246/lot.238.html

II 97

Karl Nauer収集；Staatliches 
Museum für Völkerkunde 
（Munich）→Ludwig 
Bretschneider （Munich）→Julius 
Carlebach （New York）

36 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 II 130 45 A.B. Lewis Collection；資料番
号：138795

37 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 II 105 35
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138796；小嶺磯吉収集の可能
性あり

38 大型木製祖霊像 uli 1906-1912年
http://www.sothebys.com/en/auctions/ecatalogue/
lot.64.html/2009/collection-guimiot-et-domitilla-de-
grunne-d39art-premier-pf9025

II Karl Nauer収集；Baudouin伯爵
→Jacques Kerchache

39 大型木製祖霊像 uli 1900-1913年⑴ 中部Madak地方 musée du quai Branly Gunn & Peltier （2006：pl.58） IIIa 150 55 50 Franz Boluminski収集；ループ状
の支柱有

40 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIa Alfred Buhler撮影（1931）

41 大型木製祖霊像 uli 中部Mandak地方Barak Metropolitan Museum Art http://www.metmuseum.org/collection/the-
collection-online/search/310415 IIIa 132.1 40.6 34.9 資料番号：1977.455；Sarah 

d'Harnoncourt旧蔵

42 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
sonondos）

Bremen Krämer （1925：pl.30） IIIa

43 大型木製祖霊像 uli （ealandik） 1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.32） IIIa ループ状の支柱有；Boluminski収
集の可能性あり

44 大型木製祖霊像 uli 1914年⑹ Nolde Stiftung Seebüll Reuther （2008：20） IIIa 86 Emile Nolde（ドイツ人芸術家）
収集

45 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ 2014年10月10-11日撮影 IIIa
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138798；小嶺磯吉の可能性あ
り

46 大型木製祖霊像 uli 2014年10月10-11日撮影 IIIa 資料番号：144001

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考
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26 大型木製祖霊像 uli Lempertz （2012） Ic Alfred Flechtheim（ギャラリー
オーナー）旧蔵

27 大型木製祖霊像 uli Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 Ic 140 45 資料番号：112389

28 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方西海岸
Lemau Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.25）；Gunn & Peltier （2006：

pl.60） II 72 14 16
Arthur Krockenberger（ドイツ
人農園主）収集；Krämer報告書
に現地名無し

29 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方 Ethnologisches Museum, 
Berlin

Gunn & Peltier （2006：173）；http://commons.
wikimedia.org/wiki/File：Statues_Uli_
（mus%C3%A9e_de_Dahlem,_Berlin）.jpg

II 158 47 13
資料番号：VI55022；Hans 
Franke estate （Berlin）からの寄
贈（1969）；サンゴブロック状の
意匠の上に立つウリ像

30 大型木製祖霊像 uli Honolulu Academy of Art http://commons.wikimedia.org/wiki/Category：
Uli_figures II 資料番号：6035.1

31 大型木製祖霊像 uli Barbier-Mueller Museum Gunn （1997：88） II
資料番号：4313, ドイツ博物館
→Serge Brignoni→Charles 
Ratton→Jay Leff

32 大型木製祖霊像 uli British Museum

D'Alleva （1998：pl.76）；http://www.britishmuseum.
org/research/collection_online/collection_object_
details.aspx?objectId＝497354&partId＝
1&searchText＝New+Ireland&images＝true&page
＝1

II 101.6 資料番号：Oc1936,1123.1；A. 
Lockwoodからの寄贈（1936）

33 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
sonondos）

Bremen Krämer （1925：pl.25） II

34 大型木製祖霊像 uli 1914年以前 Conru （2013：pl.203, 204） II 108 Herman Seeger （ドイツ人植物学
者）収集

35 大型木製祖霊像 uli 1906-1912年
http://www.sothebys.com/en/auctions/
ecatalogue/2006/african-oceanic-and-pre-columbian-
art-n08246/lot.238.html

II 97

Karl Nauer収集；Staatliches 
Museum für Völkerkunde 
（Munich）→Ludwig 
Bretschneider （Munich）→Julius 
Carlebach （New York）

36 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 II 130 45 A.B. Lewis Collection；資料番
号：138795

37 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 II 105 35
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138796；小嶺磯吉収集の可能
性あり

38 大型木製祖霊像 uli 1906-1912年
http://www.sothebys.com/en/auctions/ecatalogue/
lot.64.html/2009/collection-guimiot-et-domitilla-de-
grunne-d39art-premier-pf9025

II Karl Nauer収集；Baudouin伯爵
→Jacques Kerchache

39 大型木製祖霊像 uli 1900-1913年⑴ 中部Madak地方 musée du quai Branly Gunn & Peltier （2006：pl.58） IIIa 150 55 50 Franz Boluminski収集；ループ状
の支柱有

40 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIa Alfred Buhler撮影（1931）

41 大型木製祖霊像 uli 中部Mandak地方Barak Metropolitan Museum Art http://www.metmuseum.org/collection/the-
collection-online/search/310415 IIIa 132.1 40.6 34.9 資料番号：1977.455；Sarah 

d'Harnoncourt旧蔵

42 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
sonondos）

Bremen Krämer （1925：pl.30） IIIa

43 大型木製祖霊像 uli （ealandik） 1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.32） IIIa ループ状の支柱有；Boluminski収
集の可能性あり

44 大型木製祖霊像 uli 1914年⑹ Nolde Stiftung Seebüll Reuther （2008：20） IIIa 86 Emile Nolde（ドイツ人芸術家）
収集

45 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ 2014年10月10-11日撮影 IIIa
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138798；小嶺磯吉の可能性あ
り

46 大型木製祖霊像 uli 2014年10月10-11日撮影 IIIa 資料番号：144001

付表　ウリ像一覧（続き）

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考
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47 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIIb 150 52 40 資料番号：ME10201；小嶺磯吉
収集

48 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ 中部Mandak地方内陸 Chicago Field Museum Welsch （1998： ）；2014年10月10-11日撮影 IIIb 165 58 A.B. Lewis Collection；資料番
号：138790；小嶺磯吉収集

49 大型木製祖霊像 uli 1904-1908⑸ 中部Mandak地方 Linden Museum, Stuttgart Gunn & Peltier （2006：pl.56） IIIb 162 59 資料番号：45809, Albert Hahl 
（ドイツ総督）収集

50 大型木製祖霊像 uli 中部Mandak地方 Museum Rietberg, Zürich
http://commons.wikimedia.org/wiki/File：
Kultfigur_nalik_Mandak_Museum_Rietberg_
RME_431.jpg；Lempertz （2012）

IIIb
資料番号：431, Alfred 
Flechtheim（ギャラリーオー
ナー）→Eduard von der Heydt
旧蔵

51 大型木製祖霊像 uli 1905-1911⑶ Staatliches Museum für 
Völkerkunde München

http://commons.wikimedia.org/wiki/Category：
Dauerausstellung_Ozeanien_des_Staatlichen_
Museums_f%C3%BCr_V%C3%B6lkerkunde_
M%C3%BCnchen#mediaviewer/File：Figure,_
New_Ireland_Island,_1913_-_Staatlichen_Museums_
f%C3%BCr_V%C3%B6lkerkunde_
M%C3%BCnchen_-_DSC08330.JPG；Buschmann 
（2000：Fig.5）

IIIb Karl Nauerのスマトラ号甲板で撮
影されたウリ像に酷似

52 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIb Alfred Buhler撮影（1931）；髪飾

り無し

53 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIb Alfred Buhler撮影（1931）；髪飾

り無し；ループ状支柱有り

54 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Bremen Krämer （1925：pl.26） IIIb

55 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.26） IIIb

56 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

1900-1908年⑻ Leipzig Krämer （1925：pl.27） IIIb Boluminski収集の可能性あり

57 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.27） IIIb

58 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Bremen Krämer （1925：pl.28） IIIb

59 大型木製祖霊像 uli 1900-1903年⑴
Museum für Völkerkunde, 
Berlin （Franke Dahlem 
Museum of Ethnology）

Trowell & Nevermann （1967：225）；http://en.
wikipedia.org/wiki/Uli_figure IIIb 145.1 Boluminski収集の可能性あり

60 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb 144 36
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138788；小嶺磯吉収集の可能
性あり

61 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138789；サイズ未計測；小嶺
磯吉の可能性あり

62 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb
A.B. Lewis Collection, 資料番号：
138791；展示室資料；サイズ未計
測；小嶺磯吉の可能性あり

63 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb 147 43
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138793；小嶺磯吉の可能性あ
り

64 大型木製祖霊像 uli 1917年以前 西海岸 Australian Museum, Sydney

Brunt, P. & N. Thomas. （eds. 2012：198）；http://
collections.australianmuseum.net.au/amweb/pages/
am/Display.php?irn＝37403&QueryPage＝/amweb/
pages/am/AdvQuery.php&history_depth＝
-4&preferred_mm_irn＝17437

IIIb 142 資料番号：E024808

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考

（
四
三
四
）　



ウ
リ
像
を
め
ぐ
る
絡
み
合
い
の
歴
史
人
類
学

四
三
五

47 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIIb 150 52 40 資料番号：ME10201；小嶺磯吉
収集

48 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ 中部Mandak地方内陸 Chicago Field Museum Welsch （1998： ）；2014年10月10-11日撮影 IIIb 165 58 A.B. Lewis Collection；資料番
号：138790；小嶺磯吉収集

49 大型木製祖霊像 uli 1904-1908⑸ 中部Mandak地方 Linden Museum, Stuttgart Gunn & Peltier （2006：pl.56） IIIb 162 59 資料番号：45809, Albert Hahl 
（ドイツ総督）収集

50 大型木製祖霊像 uli 中部Mandak地方 Museum Rietberg, Zürich
http://commons.wikimedia.org/wiki/File：
Kultfigur_nalik_Mandak_Museum_Rietberg_
RME_431.jpg；Lempertz （2012）

IIIb
資料番号：431, Alfred 
Flechtheim（ギャラリーオー
ナー）→Eduard von der Heydt
旧蔵

51 大型木製祖霊像 uli 1905-1911⑶ Staatliches Museum für 
Völkerkunde München

http://commons.wikimedia.org/wiki/Category：
Dauerausstellung_Ozeanien_des_Staatlichen_
Museums_f%C3%BCr_V%C3%B6lkerkunde_
M%C3%BCnchen#mediaviewer/File：Figure,_
New_Ireland_Island,_1913_-_Staatlichen_Museums_
f%C3%BCr_V%C3%B6lkerkunde_
M%C3%BCnchen_-_DSC08330.JPG；Buschmann 
（2000：Fig.5）

IIIb Karl Nauerのスマトラ号甲板で撮
影されたウリ像に酷似

52 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIb Alfred Buhler撮影（1931）；髪飾

り無し

53 大型木製祖霊像 uli 中部Madak地方内陸
Malum Gunn （1997：88）；Gunn & Peltier （2006：172） IIIb Alfred Buhler撮影（1931）；髪飾

り無し；ループ状支柱有り

54 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Bremen Krämer （1925：pl.26） IIIb

55 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.26） IIIb

56 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

1900-1908年⑻ Leipzig Krämer （1925：pl.27） IIIb Boluminski収集の可能性あり

57 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.27） IIIb

58 大型木製祖霊像
uli 
（selambungin 
lorong）

Bremen Krämer （1925：pl.28） IIIb

59 大型木製祖霊像 uli 1900-1903年⑴
Museum für Völkerkunde, 
Berlin （Franke Dahlem 
Museum of Ethnology）

Trowell & Nevermann （1967：225）；http://en.
wikipedia.org/wiki/Uli_figure IIIb 145.1 Boluminski収集の可能性あり

60 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb 144 36
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138788；小嶺磯吉収集の可能
性あり

61 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138789；サイズ未計測；小嶺
磯吉の可能性あり

62 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb
A.B. Lewis Collection, 資料番号：
138791；展示室資料；サイズ未計
測；小嶺磯吉の可能性あり

63 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIb 147 43
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138793；小嶺磯吉の可能性あ
り

64 大型木製祖霊像 uli 1917年以前 西海岸 Australian Museum, Sydney

Brunt, P. & N. Thomas. （eds. 2012：198）；http://
collections.australianmuseum.net.au/amweb/pages/
am/Display.php?irn＝37403&QueryPage＝/amweb/
pages/am/AdvQuery.php&history_depth＝
-4&preferred_mm_irn＝17437

IIIb 142 資料番号：E024808

（
四
三
五
）　

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考

付表　ウリ像一覧（続き）
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65 大型木製祖霊像 uli 1913年頃 Staatliches Museum für 
Völkerkunde, München

http://commons.wikimedia.org/wiki/File：
Figure_of_Uli,_New_Ireland_Island,_c._1913_
Staatliches_Museum_f%C3%BCr_
V%C3%B6lkerkunde_M%C3%BCnchen_-_DSC08574.
JPG

IIIe 肩上と足横に副像を持つ事例

66 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIIc 155 45 44 資料番号：ME10202；小嶺磯吉
収集

67 大型木製祖霊像 uli Hamburgisches Museum  
für Völkerkunde

http://www.tikiroom.com/tikicentral/bb/viewtopic.
php?topic＝30080&forum＝2&vpost＝412503&hilite
＝jon%20hall

IIIc 152

68 大型木製祖霊像 uli http://www.new-guinea-tribal-art.com （New Guinea 
Tribal Art） IIIc

69 大型木製祖霊像 uli 1907-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong Gunn & Peltier （2006：172） IIIc photo taken by the Deutshe 

Marine-Expedition （1907-1909）

70 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lavatlas）

1900-1908年⑻ Leipzig Krämer （1925：pl.30） IIIc Boluminski収集の可能性あり

71 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lavatlas）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.31） IIIc

72 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIc 135 41
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138792；小嶺磯吉収集の可能
性あり

73 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIc
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138796；展示室資料；サイズ
未計測；小嶺磯吉の可能性あり

74 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIId 156 44 44 資料番号：ME10203；小嶺磯吉
収集

75 大型木製祖霊像 uli Brooklyn Museum. New 
York

Christensen （1955：297）；http://www.
brooklynmuseum.org/opencollection/objects/65625/
Figure_Uli

IIId 149.9 36.2 47

76 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lakos）

1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.28） IIId Boluminski収集の可能性あり

77 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lakos）

1904-1908年⑸ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.29）；Meyer （1995：352） IIId Wilhelm Wostrack収集

78 大型木製祖霊像 uli 1898-1911年⑼ 中部Madak北海岸
Luasigi Linden Museum, Stuttgart? Vatter （1926：67） Ib 142 Max Thiel収集

79 大型木製祖霊像 uli 1908-1909 Linden Museum, Stuttgart Krämer-Bannow （2009） Ia 123 Krämer collection（調査時に収集）
80 大型木製祖霊像 uli 1908-1909 Linden Museum, Stuttgart Krämer-Bannow （2009） IIIc Krämer collection（調査時に収集）

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考

督府の地域長官で、1913 年に現地で没している。1903 年には、ドイツのベルリン民族博物館とシュトゥットガルトの

した。ブラウンが亡くなったときに手元に残っていた 3166 点のオセアニア民族資料のうち、80 点がニューアイルラン

館と関係を深めていった。1911 年 7 月 14 日付でライプチヒ民族学博物館の E.サファートに送った手紙で、ミュンヘ （
四
三
六
）　

資料の数を確認するとともに梱包した（Welsch1998：423）。小嶺自身は、1902 年に独領ニューギニアの拠点ヘルベル

トロック（ナマタナイ支庁長官）が No.25 のウリ像を収集した。同時期に、A.ハール（Hahl）や F.ボルミンスキーら

亡くなる 1934 年までビスマルク諸島で貿易商会を営んだ。1903 年には、ニューアイルランド島東海岸中南部のナマタ
ナマタナイ沖合のタンガ諸島で武装解除に成功し、大量の槍を押収した（Foster 1987；Iwamoto 1999）。ウリ像の収

をもつ。ニューアイルランド島北部のカベインに 1914 年 3 月に立ち寄っている（Reuther 2008）。
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65 大型木製祖霊像 uli 1913年頃 Staatliches Museum für 
Völkerkunde, München

http://commons.wikimedia.org/wiki/File：
Figure_of_Uli,_New_Ireland_Island,_c._1913_
Staatliches_Museum_f%C3%BCr_
V%C3%B6lkerkunde_M%C3%BCnchen_-_DSC08574.
JPG

IIIe 肩上と足横に副像を持つ事例

66 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIIc 155 45 44 資料番号：ME10202；小嶺磯吉
収集

67 大型木製祖霊像 uli Hamburgisches Museum  
für Völkerkunde

http://www.tikiroom.com/tikicentral/bb/viewtopic.
php?topic＝30080&forum＝2&vpost＝412503&hilite
＝jon%20hall

IIIc 152

68 大型木製祖霊像 uli http://www.new-guinea-tribal-art.com （New Guinea 
Tribal Art） IIIc

69 大型木製祖霊像 uli 1907-1909年 中部Madak地方東海岸
Lamasong Gunn & Peltier （2006：172） IIIc photo taken by the Deutshe 

Marine-Expedition （1907-1909）

70 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lavatlas）

1900-1908年⑻ Leipzig Krämer （1925：pl.30） IIIc Boluminski収集の可能性あり

71 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lavatlas）

Humburg （Hamburgisches 
Museum für Völkerkunde?） Krämer （1925：pl.31） IIIc

72 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIc 135 41
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138792；小嶺磯吉収集の可能
性あり

73 大型木製祖霊像 uli 1902-1911年⑷ Chicago Field Museum 2014年10月10-11日撮影 IIIc
A.B. Lewis Collection；資料番
号：138796；展示室資料；サイズ
未計測；小嶺磯吉の可能性あり

74 大型木製祖霊像 uli 1902-1934年⑺

（1902-1911?） 慶應義塾大学 2012年11月撮影 IIId 156 44 44 資料番号：ME10203；小嶺磯吉
収集

75 大型木製祖霊像 uli Brooklyn Museum. New 
York

Christensen （1955：297）；http://www.
brooklynmuseum.org/opencollection/objects/65625/
Figure_Uli

IIId 149.9 36.2 47

76 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lakos）

1900-1903年⑴ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.28） IIId Boluminski収集の可能性あり

77 大型木製祖霊像
uli 
（lembankakat 
lakos）

1904-1908年⑸ Linden Museum, Stuttgart Krämer （1925：pl.29）；Meyer （1995：352） IIId Wilhelm Wostrack収集

78 大型木製祖霊像 uli 1898-1911年⑼ 中部Madak北海岸
Luasigi Linden Museum, Stuttgart? Vatter （1926：67） Ib 142 Max Thiel収集

79 大型木製祖霊像 uli 1908-1909 Linden Museum, Stuttgart Krämer-Bannow （2009） Ia 123 Krämer collection（調査時に収集）
80 大型木製祖霊像 uli 1908-1909 Linden Museum, Stuttgart Krämer-Bannow （2009） IIIc Krämer collection（調査時に収集）

No. 資料名 現地名 収集時期
（現地撮影時期）

収集場所
（ニューアイルランド島内） 所蔵 画像出処 類型⑽ H W D 備考

⑴　F.ボルミンスキーは、1900 年にニューアイルランド島北部のカビアン（Käweing）に支庁を開設したドイツ総
リンデン博物館にウリ像を寄贈した（Buschmann 1996；Roseman & Ruble 1998：41-42）。

⑵　G.ブラウンはメソジスト伝道協会の宣教師として、1875 年から 1881 年までニューブリテン島で布教活動に従事
ド島の資料であった（石森 1999）。ただし、No.7 のウリ像が 1875 ～ 1881 年に収集されたものか不明である。

⑶　K.ナウアーは 1905 年からロイド海運スマトラ号の船長を務め、造形物の現地収集者としてドイツの複数の博物
ン民族学博物館にウリ像を送付する予定であることを伝えている（Buschmann 2000：100）。

（
四
三
七
）　

付表　ウリ像一覧（続き）

⑷　A.B.ルイスは1911年 10月に、小嶺からコレクションを直接購入するためにアドミラルティ諸島の交易所を訪ね、
トショーヘ（現ココポ）に現れている。したがって、ウリ像の収集時期は 1902 年以降、1911 年以前となる。

⑸　サザビーズによるフラムコレクションの解説文によると、1904 － 1908 年にレビンコ（Levinko）で、W.ウォス
によって収集されたウリ像がストゥトゥガルドのリンデン（Linden）に寄贈された。

⑺　小嶺磯吉は 1902 年、スクーナーの船長としてニューブリテン島のヘルベルトショーヘ（現ココポ）に到着し、
ナイ（Namatanai）にドイツ植民地政府支庁を設けるため、A.ハール総督に同行している。また、1904 年には

⑹　表現主義の芸術家だった E.ノルデは、ドイツによる医療・人口調査団の一員として南太平洋におもむいた経験
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たことを記している。また、1908 年の初頭にはウリ像を含む 8箱の民族資料を送付したと伝えている（Rosman & 

シャル諸島からニューブリテン島マツピに移した。彼が収集した造形物は、ベルリン、ハンブルグ、ドレスデン、
られている（Roseman & Rubel 1998：40-48）。
特に、腕の位置と副像が基準となる。詳細は別稿に譲る。

（
四
三
八
）　
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集もこの時期に行われた可能性が高い。
⑻　F.ボルミンスキーは、1907 年に送ったライプチヒ博物館への書簡の中で、「両性具有の並外れた木像」を寄贈し

Rubel 1998：41-42）。
⑼　M.ティエルは、Edward Hernsheimの甥で、1892 年にヘルンシェイム商会の経営権を受け継ぎ、その拠点をマー

シュトゥットガルトの博物館に販売された。1911 年には、シュトゥットガルトのリンデン博物館にウリ像が送
⑽　ウリ像は、マランガン彫刻に比べて様式化された造形物だが、それでもいくつかの類型に分けることができる。

（
四
三
九
）　


